
 1

令和３年第３回 多気町議会定例会会議録（一般質問） 

 

開   議  （１日目）令和３年９月 10 日  午前９時 （３名／６名中） 

（２日目）令和３年９月 13 日  午前９時 （３名／６名中） 

 

順番 質 問 者 通告方式 質 問 内 容 

１ 坂井 信久 一問一答 
①新型コロナウイルス感染者の急拡大について 

   （町長、教育長、総務課長、担当課長） 

２ 山際 照男 一問一答 
①バイオマス産業都市構想について 

            （町長、担当課長）

３ 田牧 正義 一問一答 

①町づくりのための資産戦略公共施設のしまいか

たについて        （町長、担当課長） 

②空き家問題について   （町長、担当各課長） 

③交通弱者に対する取り組みについて 

（町長、担当各課長） 

④地域生かす広域連携について 
（町長、担当各課長） 

４ 松木 豊年 一問一答 

①新型コロナ感染症対策について 
  （町長、担当課長） 

②スーパーシティについて  （町長、担当課長） 
③「生理の貧困」、生理用品の無償配布について 

（町長、教育長、担当課長）

５ 木戸口勉幸 一問一答 

①新型コロナウイルス感染症対策について 

（町長、担当課長） 

②移住定住における空き家と農地をセットで取得

する場合の課題について 

   （町長、担当課長） 

６ 松浦 慶子 一問一答 
①ひきこもり支援の取組みについて 

         （町長、教育長、担当課長） 
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（ ９月 10 日９時 00 分 ） 

（３番 坂井 信久 議員） 

○議長（前川 勝） １番目の質問者、坂井議員の質問に入ります。 

３番、坂井議員。 

○３番（坂井 信久） ３番、坂井でございます。今回トップバッターというこ

とでございますので、どうかよろしくお願いを申し上げます。 

今回、私は一問一答方式によりまして、１点の通告をいたしております。新

型コロナウイルス感染者の急拡大について、という項目でお聞きをいたします

ので、よろしくお願いいたしたいとこんなふうに思います。また、これにつき

ましては日々情報等が発信をされておりまして、数値あるいはこの記載にない

若干言葉もあろうかと思いますけれども、そこら辺も含めてよろしくお願いい

たしたいと、こんなふうに思っております。 

それでは始めます。連日報道されておりますように、新型コロナウイルスの

変異株いわゆるデルタ株でございますが、これによります第５派感染症患者が

今爆発的に増加をいたしております。これは、一般質問提出時の日でございま

すから少し戻っておりますけれども、現在少し収束をいたしておるという状況

ですが。８月 25 日現在の感染者数はいわゆる、これ三重県の数でございます。

9227 人。死亡者数は 122 人となりまして、病床使用率は 65.1％、重症者用も

26％に上昇をいたしております。今現在もっと上昇いたしておりますけれども。

この当時はこれぐらいの数字であったということでございます。その結果、８

月 27 日より緊急事態宣言対象地域に指定されることとなりました。三重県も

当然そうになったわけでございます。また昨日には、９月 12 日から 30 日まで、

これ９月 12 日まででございましたけれども９月 30 日まで延長が発表されたと

いう報道もございまして、三重県も９月 30 日まで緊急事態宣言が適用されて

おる、こういう状況でございます。本町も変化では患者数も少数で推移をいた

しておりましたけれども、８月 21 日には 18 人例目の患者が発生しており、予

断を許さないと、こういう状況でございました。私は本年３月及び６月定例議
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会におきましても、新型コロナウイルス感染症に関する質問いたしております

けれども、現下の状況を鑑み、今一度これらに関係する質問をいたしますので、

よろしくお願いをいたします。 

まず１点目でございますけれども、昨日も４名多気町では発症したと、こう

いうことが連絡がございましたけれども、今の現状を見るとき率直に町長の感

想って言いますか、まぁ所信、今のどんなふうにこの状況を考えておられるか

まずお聞きをしたい、こんなふうに思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

久保町長。 

○町長（久保 行男） 今、議員おっしゃっていただいたように日々刻々と大変

な状況が続いております。緊急事態宣言がまた延長もされました。ということ

で、町のほうにおきましては対策会議を開きました。これまで２回開きました。

基本的にやはりうちの職員も感染したこともあるんですけども、基本的には国

のほう言っておられますように、まず飛沫を防がないかんということで大勢の

仲間での食事とか飲み会とか、まずそれをやめる、それから遠出をやめる、外

出をやめる、そしてもちろん三密はもう以前から言われてますのでこういうこ

とをやめる、ということでそれぞれ個人個人一人一人がそういうことを気を付

けていかなければ絶対にこれ収まらないと思います。今朝のニュースを見てお

りましたが、あまり聞いたことないミュー株とかイータ株とか、なんか新しい

そういうウイルスが出てきておりますので、それらを踏まえますと、まずマス

クもして、基本的な事を皆が守らなければなかなか治らないと思います。ぜひ

みんなで協力してやっていかなあかんと思います。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

坂井議員。 

○３番（坂井 信久） 町長も危機感を持たれとると、こういうことを少し発言

がございましたので、私もまぁ安心をいたしました。やはり危機意識をしっか

り持っていただくということが、まずこの病気に対する心構えなんだろうとい



 4

うふうに私も思っておりますし、私個人では、おそらくこの病気は収束をせん

と、そんなふうに思っております。先日もある方から、本を、これに関する本

をちょっと読めというふうなことで、お預かりして読まさせていただきました

けれども、やはりこの病気の特徴としてはやっぱり発症しないでも人に感染を

させると。こういうふうな無症状の患者の方がたくさんおられると。こんなこ

とがやはりございますと、なかなかこの病気の収束っていうのは、私は難しい

んではないかなと、こんなふうに個人的には思っておりますけれども、一時も

早くこの病気がなくなってですね、新たな、普通に暮らせる日常が取り戻せた

らなぁというふうにも思っております。 

それでは、またお聞きする場面もあるか分かりませんけれども、次の課題へ

入ります。６月定例会でもお聞きしましたけれども、現在のワクチン接種率を

お伺いしたい。これにつきましては、９月３日の全員協議会あるいはこの時に

８月 26 日あるいは 27 日現在の数値についてですねお伺いいたしましたけれど

も。やはり私たちはその情報の共有て言いますか、それが一番大事、あるいは

また議会ができるっていうことはやはりそれをお聞きをして、できるだけ町民

の方にこういう議会の場を通じてでもですね、あるいはホームページ、いろん

な場面を通じて発信しておられますけれども、やはり議会としてもまぁそうい

うことが必要なんだなと。またそれが議会としてできることなんだろうという

ふうに思っておりますので、ぜひそういったところにつきましても重複する部

分あるか分かりませんけれども、あるいは新たなもっと最新の情報があるか分

かりませんけれども、ぜひこの件につきましてもお聞きをしたい、こんなふう

に思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） それでは、お答えさせていただきます。令和３

年1月1日人口におきます、９月８日時点において、高齢者は1回目接種90.5％、

２回目接種 88.5％、でございます。対象とする 12 歳以上の人口で見ますと、



 5

１回目接種が 64.2％、２回目接種が 55.2％でございます。また 65 歳以上の高

齢者を除く 12 歳から 64 歳までの 1 回目接種として見てみますと、1 回目接種

は 52.9％、２回目接種は 39.6％という現状です。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

坂井議員。 

○３番（坂井 信久） 日々刻々とですね、上昇しておると。今、ありがたいこ

とだなぁと。一時も早く終わったら結構やろなぁというのを思っております。

当初は年内あるいは 10 月、昨日の菅総理大臣の発言でもまぁ 11 月ぐらいまで

にはですね２回目の接種が全て終わるようなお話でございました。希望者につ

いては、全部そこら辺で終わるんではないかというようなお話でございました

けれども、まぁ一部報道には３回目が必要ではないかというような報道もされ

ておりまして、まぁこの先がなかなか見通しすることができませんけれども、

多気町も当初は５人というふうな患者数でございましたけれども。おそらくも

う 40 例を超えてですね、今は 40 数名の方が発症しておるということで、なか

なかまぁ安心もできやん状況になってきておるというのが事実だと思います

ので、一時も早くこれらの摂取についても進めていただきたいと、こんなふう

に思っております。 

それから、それに関連しますけれども、多気町の場合そうしますと、この接

種希望者全員がですね、いわゆるその２回目接種終了する予定の時期というの

は、まぁ政府が言っておりますように、11 月下旬ぐらいになるのか、あるいは

多気町としてはもう少し、あるいは松阪地区ですね、松阪医師会さんと一緒に

やっております松阪、明和、大台含めたこの終了時期がですね、どの程度にな

るのか、そこら辺の見込んでおられる時期をぜひお伺いしたいと思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 松阪地区１市３町で計画をさせていただいてお

りますのは、接種対象者の希望を８割と計画いたしまして、予定としましては
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11 月末終了を目指しております。遅くとも２回目を 12 月までと想定しており

ます。希望者全員が摂取できるように、国にワクチン供給の希望をしていく予

定でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

  坂井議員。 

○３番（坂井 信久） ありがとうございます。まぁ概ね予定どおり進んでおる

と、こういうふうに理解をいたします。そうしますとですね、そうしますと今

まぁ個人のお医者さんにかかっておられる方はまぁ別としましてですね、その

集団の摂取する人数っていいますんか、1 日どれくらい今 1 日摂取しておられ

るのか、集団で。そこら辺少しお伺いしたいと、こんなふうに思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 集団接種でございますね。少々お待ちください。

集団接種で、1 日あの、失礼いたします。すいません、９月に集団接種としま

してＢＡＮＫＹＯ会館のほう、させてもらっている人数におきましては 500 人

近くの接種をさせていただいております。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

  坂井議員。 

○３番（坂井 信久） 私もここに記載がありませんので、急にお聞きしたとい

うことがございますけれども。まぁ多気町としては約１日 500 人程度で進んで

おると、集団接種についてはですね。そういう理解で良いということですね。

ありがとうございます。ぜひ一時も早く進めていただきたい、こんなふうに思

います。それから４番目に、この集団接種が始まる前にですね、まぁ当局のほ

うからいわゆる自力で来られない方っていますか、身体あるいはご家族いろん

な環境上その自分の足でこの会場に来られないと、こういう方については「で

ん多」の利用がですねできる、こんなふうなことが発言をされておられますけ

れども、この実際その会場搬送に「でん多」を利用された方がどの程度あった
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んか、もし分かる範囲であればお答え願いたいなぁとこんなふうに思います。

これはまぁ企画課のほうが分かるんかちょっと分かりませんけれども、よろし

くお願いしたいと思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） ６月、７月、８月のＢＡＮＫＹＯ会館への送迎

で利用していただいております。計 15 回、実人数として８名の方が利用して

いただいております。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

  坂井議員。 

○３番（坂井 信久） 実はこれをなぜ私この席で発言をするかというふうに申

し上げますと、以前にも私は実は公共交通の問題を再々この議会でも取り上げ

まして、色々質問いたしております。で、私が聞いておる、私が知っておられ

る方については、やはり「でん多」の利用というのは、非常にまぁこれは副町

長さんのほうがしっかり聞いていただきたいんですが、非常にその利用しにく

いという話がいつも聞きます。やっぱり集団で乗り合いバスあるいは乗り合い

っていうのはあれなんですけど、やっぱ昔の人なんかは自分一人であんなタク

シーを使うというそこに抵抗があるっていう話も少しお聞きをして、なかなか

その「でん多」っていうのは利用がしにくいと。なんでああいう乗合バス的な

ことを、まぁちょっと余談になりますけれども、多気町はできやんのかなぁと。

これはもう前々から私申し上げておるところで、タクシーばっかり使うという

のはですね、まぁ高齢者にとると非常にまぁ昔の方こう始末をして苦労されて

経験されておられるって関係から、一人でタクシー１台使うっていうのはやっ

ぱり抵抗があると。こんな話もお聞きしておりますので、やはり 12 月の公共

交通審議会ですか、それ向けて今計画を策定されておられると思いますけれど

も、やっぱり乗り合い的な事のほうがいわゆる利用される方お年寄りがやはり

多いということもありますので。ぜひそういったこともですね、私が思ったよ
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りこの数も少ない。家族やとか周辺の方がおそらく操業されたと思いますけれ

ども、やっぱり利用しにくいということは再々私は高齢者の方にお聞きします

ので、やっぱりそういったことも頭の片隅に入れられてですね、これから公共

交通の色んな計画についても色々ぜひされたいと、こんなふうに思いまして、

この問題をお聞きしたわけでございます。 

それでは、次へ進みます。聞き及ぶところ、県内事業者においてもＰＣＲ検

査を実施しているところがあるようでございます。町内事業者にて行なってい

るところなど把握しておられましたら、お聞きをしたいと。また、先般も町職

員にも発症者がありましたけれども、そういった観点から職員に対するＰＣＲ

検査を実施するというようなことを検討されたのかどうかお伺いしたいと、こ

んなふうに思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 特に町内事業者におきましては、ＰＣＲ検査を

実施している状況は把握しておりません。また、町職員に対してもＰＣＲ検査

の実施は今のところ検討していない状況です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

  坂井議員。 

○３番（坂井 信久） そうしますと、当然その後に私いろいろお聞きをしよう

かなというふうに思っておりましたけれども、学校関係の教員やあるいは職員、

保育所関係の職員あるいは行政のそれらに関する職員等につきましても、同様

にそのＰＣＲ検査を実施を検討する、するというふうなことは検討しておらな

いと、こういうことで理解でよろしいんですか。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） ＰＣＲ検査ではございませんが、抗原簡易検査

におきましては、県を通して厚生労働省より６月から県内の高齢者の施設、障
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害者施設、また８月末からは介護施設、学校、保育施設に希望により配布され

ている状況です。当町におきましても子供と接触機会の多い保育士等の業務継

続のために、現在簡易抗原キットを購入して各園に配布をしております。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

  坂井議員。 

○３番（坂井 信久） ありがとうございます。本町の状況が少し分かってきま

したので、ありがたいことだというように思っとります。まぁいずれにいたし

ましても、最近非常にこの感染者が増えたっていうのは一つにはやはりＰＣＲ

検査をですね全国的にも以前に比べて非常に検査数が多いということで、その

中に陽性者がたくさんあるということもあって、感染者が増えておると。また

その感染者の中の大体６割から７割は無症状であるというようなことも報道

されておりまして、検査を増やすことによって感染者が増えるというような、

こういうふうな数字的な動きがあろうかというふうに思っておりますけれど

も。本町として、町内でももだいぶ増えてきましたので、特にそういうふうな

行政なり学校なりですね、そういうふうなところがやっぱり私はそういうふう

なことを一時も早く進めていただくというのが大切であるというふうに思っ

ておりますので、どうかその点につきましても、今発言がありましたように簡

易抗原検査ですか、そういうキットを使って進めていただいて、早く陽性者を

発見をするというふうな努力に努めていただきたい、こんなふうに思います。 

それから、その次につきましては、先ほど発言もございましたけれども、残

念ながら本庁職員がですね、21 日に発症した事実であります。濃厚接触者も２

名であるということで結果はまだ判明していないというようなことでござい

ました。現在はおそらく分かっておるんだと思いますけれども。この２名の方

の結果については、陽性者であったんかあるいは陰性者であったんかですね、

どんなふうになったんかその後の経過等につきましてお伺いしたいと、こんな

ふうに思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 
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岡井総務課長。 

○総務課長（岡井 一宜） 本町職員の感染者は回復し、保健所の指示のもと８

月 31 日に、職場に復帰しております。また濃厚接触者の両名も２週間の隔離

期間を経て９月３日、６日に職場に復帰しております。なお、濃厚接触者両名

においては自覚症状がない場合は、現在保健所のほうが逼迫しているためＰＣ

Ｒ検査を受けることができません。しかしながら、本人の自主的な検査キット

において検査しコロナウイルスが存在しないとの報告を受けております。以上

でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

  坂井議員。 

○３番（坂井 信久） これは、ここには記載してございませんけれども、なぜ

まぁ今回もその問題について取り上げたかと申し上げますと、実はまだ多気町

では 40 数名でございますけれども、いわゆる都心部ではですね、患者数が非

常に多い所につきましては、いわゆるその自宅療養をしておられる方が非常に

多いと。先般もその報道されておったんでは、保健所との情報共有ができない

がためにですね、行政側として自宅療養者に対して何らかのその支援、あるい

はその手立てをやりたいのにできないと、いうようなことが問題視されておる

というふうなことで、多気町は今 40 数名だと思いますけれども、これからど

の程度のその増加をする、全くこれ見通しがつかんという状況でございまして、

その中でもいわゆるその入院できない、自宅療養続けなけりゃいかんというよ

うな方がですね、増加した時の町の対応ですね、こういうふうなことをどうし

てくんかなぁというふうなことをたまたまお聞きをしようというふうに思っ

ておりましたら、この間夕刊三重には大台町では自宅療養者にやっぱり支援を

開始をしておるということが記載をされておりました。これにつきましては、

いわゆる食料品やとか日用品だとかですね、そういったものを配布したりとか

あるいは本人の家族構成にもよりますけれども、お一方でお住まいの方につき

ましてはもう連絡を取って健康状況もですね把握をしていくというようなこ
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とも、まぁ保健所が非常に今業務が切迫をしておるということもありまして、

そんなことをおそらく大都市周辺の市町が進めていきたいと、これ全国紙にこ

れ書いてあったんですけれども。それがなかなかできない状況になってきてお

るということで、今後多気町においてもそこら辺は想像がつきませんけれども。

仮にその自宅療養者が増えた場合の対応について、課長が考えておられるよう

なですね対策て言いますんか、町の行政としての対応の心構えて言いますんか、

そこらについて少しお聞きをしたいと、こんなふうに思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 現在、保健所が自宅療養者の支援をしておりま

す。当町としては、療養支援としては実施してきておりません。保健所のほう

は毎日健康調査をしてみえる中でお困りごとがないか確認していただいてま

す。どうしても困ったことがあった場合は、本人同意のもと町へ連絡を入れて

いただきます。または町へ相談するように促していただきます。このような連

携で支援していきたいと考えます。健康福祉課としては、福祉総合相談「みん

なの窓口」を開設しておりますので、療養者の方もお困りごとがあれば相談し

ていただきたいと考えます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

  坂井議員。 

○３番（坂井 信久） 今、お聞きしましたのは、特にまぁ患者数が多い大都市

周辺ではですね保健所のもうキャパがいっぱいでできやんと。それでまぁ行政

のほうが相当やっておられるというようなこと、その情報共有ができやんので

というようなことが記載をされておりましたので、まぁこういう地方の人口の

少ないところではちょっと色んな状況が違いますけれども、今後場合によった

らそういうようなこともあってですね、保健所のほうの対応が不可能であると

いうことで、行政の支援をということ仮にあった時にですね、そういうような

ことを私は懸念をしてお聞きをしたわけでございます。いずれに対しましても、
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こう色々コロナウイルスのことをお聞きするというのは、実は他の議会でも何

かできないかっていう意見が先般、全員協議会の後でございまして。まぁ議会

にはその執行権も予算も無いということから、私はやっぱりその情報をですね、

行政の持っておられる情報をあらゆる場合についてその町民に伝えると。特に

まぁ国、県につきましては毎日テレビ等でもですね報道されておりますけれど

も、なかなか市町ではやはりホームページそういったこと、あるいはＬＩＮＥ

等でもですねやっておられますけれども、議会も私はその一つの場だというふ

うに考えております。これはおそらく他の議員も同意やと思いますけれども。

やはり、そういった事が一つの議会の役目かなぁというふうに私も思っており

ますので、今回こういうことをいろいろお聞きをしたわけでございます。いろ

んな場面を通じて、町のそのコロナに対する情報をこう発信をしていただく、

そういう機会を作るというのが私の役目ではないかなと、いうふうに考えてお

りますので、色々お聞きしたわけでございます。どうかこれからも対策のほう

よろしくお願いしたいと、こんなふうに思っております。 

それでは、７番目に入ります。３月定例会一般質問では、新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金の使途についても質問いたしました。その要

諦につきましては、本来の新型コロナウイルス感染対策に使っていただきたい

と思いでございました。特に公共施設、これはまぁ教育関係施設を含むですけ

れども、に係る施設改装の財源に充当されるのが本来の目的であったはず、私

はまぁそんなふうに思っておりますけれども。本町のそこで、本町の公共施設、

これは教育関係施設を含むんですけども、対策あるいは改装をですね、予算も

あがっておりました。議会のもうもこういうようなん作っていただきましたけ

れども、この実績について少しお伺いしたいと、こんなふうに思っております。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

岡井総務課長。 

○総務課長（岡井 一宜） 本町の公共施設のコロナ対策の改装実績でございま

すが、天啓の里の空調改修工事、ふるさと村及び元丈の館の空調改修工事、小
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中学校特別教室のエアコン設置工事、文化会館空調改修工事が完了しておりま

す。なお、他にも役場庁舎や保育園及び学校の備品購入なども多々ございます。

また、ふるさと村ロッジ及び勢山荘バンガローの改築工事、文化会館の空調、

トイレ手洗い改修工事は、現在施工中でございます。この後、また児童館の自

動手洗い改修工事を発注していく予定でございます。一方、庁舎の女子トイレ

の洋式化を１カ所、それから自動手洗い水栓化を２カ所、町単独事業で実施し、

６月下旬に完了しております。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

  坂井議員。 

○３番（坂井 信久） 特にまぁこの事を６月もそうですけれども、くどくど申

し上げますのは、特に今台風 14 号が発生をいたしておりますけれども、これ

からおそらく起こるであろういろんな災害ですね、地震がいつあるか分かりま

せんけれども。いわゆる防災の、いわゆる役場あるいは町の関係施設につきま

しては、いわゆる防災の拠点というふうになるわけでございまして、当然人の

出入りも多く、あるいは避難のされる方もあろうかと思います。まぁそういう

所でクラスターなりですね、この病気が拡大するということだけは私は避けな

ければならん。これはもう当然町長も同じ思いであろうかと思いますけれども。

そういったこともありますので、私はこの役場も含めてですね、やるべきとい

うふうに思っておりまして。個人的にはまだ少し役場庁舎については不足をし

ておるんではないかというふうに思っております。これは、以前にも申し上げ

ましたけれども、組合議会において、松阪の議員からそういうことをスカッと

言われたんでちょっと私もちょっと松阪さんは力入れられておられるんかな

ぁというような思いもありまして、特にそういった国からいただいた財源にお

いてですね、うまく事ができるんであれば一刻も早く私は進めていくというこ

とで、今申し上げたこの役場関係施設からクラスターになり発症者が増加する

ようなことだけは避けるということにやはり心がけていきたいという思いか

らお聞きをしたわけでございますので、今、総務課長のほうからご答弁ありま
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した今現在改修中あるいはもう既に終わったものありますけれども、これから

もさらにその改修が必要であるというふうなこともぜひ検討していただいて

ですね、施設の充実、どこへ出しても恥ずかしくないんやと、うちは一通りの

こと全部してあるんやというようなことがですね、胸張って言えるように、１

カ所だけとトイレも言わんと全ての箇所をするとかですね、やはり役場ってい

うことになりますと消防団やとか災害の時たくさんの方がおみえになったり

利用されることが多いわけでございますから、そういったとこでこう接触をし

てこの感染者が増加するという事だけは裂けていただくような努力をぜひ続

けていただきたい。これからもさらにその施設の見直しをしていただいて、や

れるとこはやっていただきたいなぁというような、これはお願いをいたしてお

きます。 

それでは、進めます。そして、夏季いわゆる夏休み明けですね、夏季休業明

けの学校再開にあたりましては、各学校における対策あるいは学校行事などの

様々な課題対策があると考えておりますけれども、今現在教育委員会として考

えておられることについてお伺いしたい。これにつきましては、先般のこの議

会の初日の諸報告につきましてですね、教育長のほうからいろいろ学校教育あ

るいは部活動あるいはその他の社会教育等につきましても、まぁいろいろ縷々

説明があったわけでございますけれども。冒頭申し上げましたように、この 12

日以降もですね、この緊急対策と言いますんか、宣言対策地域にまだ三重県が

含まれておるということになりますので、この 12 日以降ですね、これらにつ

いて今現在最終的なその会議等も済まして公に決まっておらんか分かりませ

んけれども、教育長考えておられるですね、12 日以降の対策対応についてお伺

いしたいと、こんなふうに思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

橋本教育長。 

○教育長（橋本 弘司） では、ご報告させていただきたいと思います。 

９月 30 日までの延長ということでこうなりましたので、それ以降の、それ
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に対する対策ということで、ご報告をさせていただきたいと思います。昨日、

教育委員会そしてその後に町の校長会を、開催をさせていただきました。その

中で、12 日以降ということですけれども、引き続き基本的な感染対策の徹底、

具体的に言いますと石鹸による手洗い、不織布マスクの推奨と着用、登校前の

検温と家族全員を含めた健康観察の徹底、三密を避けた行動等、確認をしてお

ります。またデルタ株に有効な換気の徹底を指示しております。また、保護者

との感染拡大未然防止のための連絡の強化ということで、同居家族の方の陽性

判明時や濃厚接触者の特定時での学校への連絡の協力を、呼びかけさせていた

だいておりまして、これは９月１日以降も９月いっぱい引き続き対応のほうを

させていただくところでございます。そして、来週になりますけれども、今週

と同じように通常授業、そして部活動につきましては中止という形で進めさせ

ていただく予定でございます。それを、本日、保護者の方々への通知というこ

とで準備のほうさせていただいております。学校行事につきましても、それぞ

れの学年の成長時期に合わせた大切な教育活動であることから、できる限り中

止とせずに感染状況に応じて延期や規模縮小で対応をしているところでござ

います。具体的に言いますと、運動会、修学旅行、部活動の大会などでござい

ます。今後、地域の感染拡大の状況が進んだ場合を想定をいたしまして、学校

規模に応じた対応や学級や学年、学校全体での感染状況に応じて、文科省のガ

イドラインに基づいて学級閉鎖や学年閉鎖、臨時休業のオンライン授業がスム

ーズに進むよう、現在準備を進めているところでございます。以上でございま

す。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

  坂井議員。 

○３番（坂井 信久） 概ねは、12 日以降の対応もですね、いわゆる現在の対応

を継続するとこういう理解をしていいんだというふうに私は理解をいたしま

したけれども、それでいいわけですな。そうしますと、この⑨、⑩についても

おそらく同様なですね対応を 12 日以降もしていただけるもんだと思いますけ
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れども、何か違うとこがあればお答え願いたいと思います。現行の対応をです

ね、12 日以降も続けるということであれば、もう割愛を私もいたしますけれど、

そこら辺どうですか。 

○議長（前川 勝） 今、坂井議員、⑨へ入ってよろしいですか。 

じゃあ朗読のほうお願いいたします。 

○３番（坂井 信久） はい。⑨社会教育に関する様々な教室あるいは関連事業

との今後の対策及び対応についてお伺いしたい。それから⑩のスポーツ関連施

設の今後の対応対策についてお伺いしたい。この２つをですね、お願いしたい

とこんなふうに思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

上山教育課長。 

○教育課長（上山 善也） それでは、坂井議員のご質問にお答えさせて頂きま

す。12 日以降の社会施設の利用でございますが、緊急事態宣言がですね 30 日

まで延長されたっていうことに伴いまして、現在も 12 日までは社会施設の利

用は中止とさせていただいておるところですが、引き続き 30 日まで社会施設

の利用も中止とさせていただきたいと考えております。それと、各社会教育の

講座につきましては、年度当初から中止あるいは自主的に活動を中止としてい

る教室がございます。今後の活動や施設の利用につきましては、出来る限りの

感染症対策を講じていきたいと考えております。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

坂井議員。 

○３番（坂井 信久） それでは、最後になりますけれども、給食センターにつ

いての今後の対策対応ですね、これについてもお伺いしたいと思います。これ

につきましては、市町によっていろいろ対応が今のところですね発表されてお

られる対応についてはまぁ違います。明和町では給食を全面的に中止をしてお

られるというようなことの記載がございましたけれども、やはりこれは給食等

によります感染拡大を避ける目的やというふうなことも記載がございました



 17

けれども、いろいろ市町によっても対策が違いますけれども、多気町のこれに

ついての対策あるいはこの 12 日以降もですね含めて、そこら辺少しお伺いし

たい、こんなふうに思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

上山教育課長。 

○教育課長（上山 善也） それでは、ご質問にお答えさせていただきます。給

食センターのほうでは教育長の回答にもございましたように、現在学校では通

常授業ということでございますので、給食も実施しておるというところでござ

います。学校給食センターでは安全安心な給食を提供するため、日頃から職員

の感染症予防に努めているところでございます。今後も健康管理チェックを行

うなど細心の注意を払いながら給食を提供していきたいと考えております。以

上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

坂井議員。 

○３番（坂井 信久） ありがとうございました。概ねまぁ質問いたしましたこ

とにつきましてお答えいただきまして、本当にありがとうございます。中程に

も申し上げましたように、やはり私以外の方もですねおそらくこの問題を取り

上げられておりますけれども、やはりそれはやはり情報を引き出すあるいは発

信をしていただくというふうな機会を設けるという意味でおそらくされてお

られると思いますし、また議会の役割については私はそんなふうに思っており

ます。これからいろんな機会を通じて、これらの数値あるいは多気町の状況に

ついてもご報告なりあるいはホームページなり色んな媒体を使って発信をし

ていただきたいと、こんなふうに思います。これで終わります。ありがとうご

ざいました。 

○議長（前川 勝） 以上で、坂井議員の一般質問を終わります。 

ここで、コロナ対策ということで約 10 分間ということの休憩を決めており

ますので、50 分再開ということでお願いいたします。 



 18

 

（10 番 山際 照男 議員） 

○議長（前川 勝） 再開します。 

２番目の質問者、山際議員の質問に入ります。 

10 番、山際議員。 

○10 番（山際 照男） 10 番、山際でございます。議長の許可を得ましたので、

私からはバイオマス産業都市構想について、町長並びに担当課長にお伺いいた

します。よろしくお願いいたします。 

それでは質問に入ります。 

バイオマス産業都市構想は、ご案内のとおり平成 21 年６月、バイオマス活

用推進基本法に基づいて経済性が確保された一貫システムを構築し、地域の特

色を活かしたバイオマス産業を軸にした環境にやさしく、強いまち、村づくり

を目指す地域であり、関係７府省、いわゆる内閣府、総務省、文部科学省、農

林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省が共同で地域を選定し支援を行う

こととなっております。全国では、令和２年度時点で全国で 94 市町村が選定

されております。三重県内におきましては、津市が平成 25 年度木質バイオマ

ス発電、バイオガス発電、熱利用等で選定されております。さらに令和２年度

には、南伊勢町もバイオガス発電、熱利用、固形燃料化の取組みで選定されて

おります。そして、多気町におきましては、木質バイオマス発電、これは間伐

材とか剪定枝等の利用でございますが、それと廃熱、ＣＯ２を利用した微細藻

類の培養、研究開発及びバイオガス発電、液肥化、食品廃棄物の主な取り組み

で、令和２年度の公募で選定されました。今後 10 年間にわたって本事業が実

施されていくわけでございますが、このバイオマス事業を核として町内の企業

や地場産業との連携による互いの発展、互いの雇用創出など、経済波及効果を

生み出していくべきと考えます。そのような観点から、次の質問を行います。

なお、バイオマス構想につきましては、農林業、農林関係、環境問題も絡んで

くると思いますので、庁舎内横断的にも関係してきます、実施するようになっ
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てくると思いますので、ご担当の方よろしくお願いしたいと思います。 

それでは１点目でございますが、３月議会での町長の施政方針でも挙げられ

ております、多気町のバイオマス産業都市構想は、策定に向けて 2014 年、平

成 26 年でございますが、から活動されております、いわゆる中部プラント、

バイオ産業の集積地でございますが、中部プラントのバイオマス発電所の立地

協定から、選定に向けた活動が始まったものではないかなと思っております。

バイオマス産業都市構想が選定されて、今後どのような支援、町民向けもあり

ますし事業所向けもあると思います、があるのかお伺いいたします。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

林企画調整課長。 

○企画調整課長（林 洋志） まず町民向けとしましては、地域集材制度やアシ

スト制度を活用しました果樹剪定枝や竹の取材促進と間伐促進を図りまして、

森林や竹林等の再生につなげていくことだと考えております。また事業所向け

としましては、国の補助制度などが採択されやすくなることで支援につながる

と考えております。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

山際議員。 

○10 番（山際 照男） まぁ町民向けのアシストを制度という部分がありますが、

これはですね、まぁ町民の方がそのバイオマスの原料、材料を持ってきて、あ

そこの集材所へ置いて売るわけでございますけども、これの利用度っていうの

は、どれくらいになっておるんでしょうか。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

高山町民環境課長。 

○町民環境課長（高山 幸夫） 先ほどのご質問ですけれども、令和２年度の集

材の実績でございます。件数にしまして年間で 153 件の搬入があり、その内 131

件支払いをしております。また補助金につきましては 276 万 3040 円の補助金

を支払ってございます。以上です。 
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○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

山際議員。 

○10 番（山際 照男） まぁこれあの町民向けっていうんか、町長の言われる部

分では町内の竹や間伐材を持ってきて軽トラに積んで持ってきたら一杯代に

なるというような話、そういう話もあったわけでございますけども。あのぅ、

これ私がちょっと調べたところでいきますと、令和２年は環境課長の言われた

とおり 276 万 3000 円の補助金でございました。で、トン数でいくと 587 トン

と。令和元年が 600 トンということで、少なくなってきてるんです。で、この

傾向っていうのは今後ずっと続くような傾向になるんでしょうか。そこら辺は

町としては検討としてどう思っていらっしゃるのか、確認ちょっとお聞きいた

します。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

高山町民環境課長。 

○町民環境課長（高山 幸夫） 木質バイオマスということで、町民の方から間

伐材また剪定枝、果樹の剪定枝等を搬入いただいておりますが、その中には木

と竹、２種類に分けてございます。木のほうにつきましては、やはり竹に比べ

まして重量が重く運び出しが非常にちょっと困難というところもありまして、

減少傾向にあります。一方、竹のほうにつきましては、まぁ運搬しやすいとい

うな点もございまして、竹のほうは増えてきてございます。全体量としまして

は少し年間によりまして多少の差はございますが、大体 600 トンぐらいで推移

しているような状況です。今後もできるだけですね、間伐、これの目的としま

しては森林整備であったり林業の再生という部分もございますので、搬入しや

すいような工夫、それから、その搬入機材への補助金もございますので、そこ

ら辺を周知して維持していきたいと考えております。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

山際議員。 

○10 番（山際 照男） 竹は中空洞ですんで、重さはだんだん少なくなってくる
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とは思いますけども。はい、わかりました。まぁそういうことでできれば間伐

材をどんどん活用していただいて綺麗な森林を作っていただくというのが目

的だと思いますので、そこら辺もよろしくお願いしたいと思います。で、町民

向けはですね、発電所見学者に任意にその志を集められて、町を通じて苗木購

入等の植栽事業に寄付を受けてると。まぁこの構想のですね、冊子載っておる

んですけども。これは予算化されております。で、これは 40 万円あるんかな、

そういうような形で植栽、各区へ桜の苗木とかそういうのは配布されてるんだ

と思うんですけども、これはやはり寄付、私はまぁ町でやられてるんかなと思

ったんですけど、寄付の財源っていうことなのでしょうか。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

逵農林商工課長。 

○農林商工課長（逵 武彦） 毎年、各自治会が中心になりますけど、苗木の配

布をさせていただいております財源につきましてはですね、緑化基金のほうか

ら支出をしております。緑化基金の原資のほうはですね、最近ちょっと少なく

なってまいりましたが、中部プラントのほうからもですね毎年ある程度ご寄付

をいただいておりますのを、そこへ充当させていただいておるという経緯があ

ります。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

山際議員。 

○10 番（山際 照男） それと一つ、町民向けっていうかの部分でございますけ

ども、ユーグレナと中部プラントの３社でもっとバイオ多気という名称で形成

されております。これは３社のその何て言うかな、コンソーシアム事業のてい

うことで、事業を進められておりましたけれども。こういうバイオ多気を形成

された微細藻類の給仕とした鶏卵、それからサーモン、これはまぁサーモンは

もう今後終了になるんでしょうけども鶏卵のほうはどうなんでしょうか。そこ

ら辺のその事業についてですね、そのバイオ多気の部分で形成された基礎的な

部分があると思うんですけど、今後どのような形でこれが進められてるのか、
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ちょっとそこら辺もお聞きしたいと思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

林企画調整課長。 

○企画調整課長（林 洋志） 今年３年目になるんですけども、今年はまぁサー

モンで研究をさせていただいきました。昨年鶏卵もやっておりましたけども、

今年もサーモンにつきましてもまた今後これからまだコンソーシアムとしま

しては今年度で終了ですけども、まだこれからユーグレナさんのほうが研究も

まだ続けていかれるということは聞かせていただいておりますし、今後のこれ

からの進め方としましては協議を進めていくということでご理解いただきた

いと思います。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

山際議員。 

○10 番（山際 照男） そのユーグレナっていうのが核になるというような感じ

でしたけども、そのバイオの先端を行っとる会社ですので、そこら辺はまぁジ

ェット燃料っていう部分の添え書きでですねやられた経緯があります。で、ユ

ーグレナはジェットエンジンでジェットを飛ばしました、現実に。あれは、そ

のバイオの燃料とそれから化石燃料は合わせて混合油ていうかそういう形で

飛ばしたわけですけど、まぁそこら辺のですね部分が今後非常に期待ができる

んじゃないかなっていうことなんですけども。ユーグレナの方針としては町長、

どのような今形になってるんでしょう。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

久保町長。 

○町長（久保 行男） 社長のほうに会わせていただいて、今後の計画について、

ユーグレナさん新たな事をこれから検討したいということで、町としては今後

また継続をしてあそこ中プラさんの排熱・排ガスを使っていただく研究施設を

取り組んでいただきたいように、今申し入れをしております。そういうことで、

ぜひまた多気町を発信として、基地としてこれから取り組んでいただくように
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我々も応援していきたいと思います。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

山際議員。 

○10 番（山際 照男） 本当にユーグレナっていうのは非常にまぁ先進的な企業

ですので、今後とも多気でやっていただければありがたいと思っておりますし、

まぁこういうような養殖も含めて私は第三セクターでなんか事業をやられた

らどうかなと、そいで第三セクターでやっておる福祉的な障害者雇用をどんど

ん雇っていただいてですね、まぁそういうような障害者雇用の多気町っていう

ようなキャッチフレーズになってもらえばありがたいなっていうふうに思っ

ております。大台町はゆずの関係でちょっと苦労しておりますけども。そこら

辺、今後よろしくお願いしたいと思います。 

２点目へ入らせていただきます。バイオマス産業都市構想の数ある目指すべ

き将来像の一つとして、雇用創出があげられております。木質バイオマス発電

バリューチエ―ンを構築し、さらに大きくするということでありますが、結果

としてどのくらいの雇用者数を創出することに繋がっていくのでしょうか、お

伺いします。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

林企画調整課長。 

○企画調整課長（林 洋志） 構想にも明記しておりますけども、二つの事業化

プロジェクトによりまして、10 名の新規雇用を見込んでおります。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁が終わりました。 

山際議員。 

○10 番（山際 照男） 雇用者数っていうのはなかなか伸び悩んどような感じも

します。労働市場からですね見ますと、どれだけの雇用の吸収があるんかって

いう期待もあったんですけども、まぁなかなかその難しい職種もあるでしょう

し、専門職という部分もあろうかなっていうあれもあるんで、まぁ全体を考え

ればその林業ちゅうんか間伐材を搬出する人からずぅっと見れば、雇用の創出
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がどれくらい出たかっていうのが合計的に出るかも分かりませんけども、企業

自体はなかなか難しいところはあります。で、今後もまた第２バイオマスの起

工式があってできますけども、そこもやはりこれからＡＩっていうかそういう

部分が非常に多くなってきますから、労働者数っていうのが非常にまぁ少なく

なってくるていうんか必要ではなくなってくるという部分がありますから、そ

こら辺のですね人為的労働っていうんかそういうのが減少してくる。そうなる

とやはり労働市場からいって雇用数が減るというような部分もなくなってき

ますし、問題は多気町の労働力がどれくらいあるんかっていう部分が出てくる

んですけども、まぁそこら辺も勘案して今後検討していただきたいというふう

に思います。 

次、３番目へ行きます。３番目でございますけども、構想のグランドデザイ

ンの食品残渣等バイオガス化プロジェクﾄ概要によりますと、リゾート施設か

らの食品残渣、食品工場からの食品残渣を原料として、メタン発酵による発電

事業を推進すると謳われております。この取り組み状況をお伺いいたします。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

林企画調整課長。 

○企画調整課長（林 洋志） 現在、事業者は決まっておりますので、民間同士

でございますけども業者間で今調整が進んでおるという事を聞かせていただ

いております。以上です。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁が終わりました。 

山際議員。 

○10 番（山際 照男） 事業所主導でやってらっしゃるということでございます

ので。しかしながら、そのバイオガスからいくとですね、そのメタンガスで発

電、そうなるとメタンガスということになりますと、環境アセスメントという

のが必要になっていくんじゃないかと思うわけです。例えば、前村地区それか

ら大台町の栃原地区、それから三養地区というところがですね、環境アセスメ

ントの対象になってくるんじゃないかなというふうに思っております。で、ま
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ぁこれは発電量とか売電量にも関係してくるんでしょうけども、どれぐらいに

なるのか分かりませんけども、この構想の中身を見ると、ＶＩＳＯＮ内の食品

残渣では困難、ホテルの食事とか料理の残渣ではですね、非常にまぁこの発電

能力的にも燃料としては少ないということですので、ガス発生原料をどのよう

にするのかまぁ民間レベルのことでございますけども、興味があるんです。で、

どのような原料調達をされるのか、そこら辺をお伺いしたいと思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

林企画調整課長。 

○企画調整課長（林 洋志） 今お聞きしておりますのは、食品工場からの食物

残渣ですね、これをある程度契約をしていただいて申込んでいただくというこ

とは聞かせていただいております。以上です。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁が終わりました。 

山際議員。 

○10 番（山際 照男） メタンガスとなると、我々研修に行かさせてもらった大

阪岸和田のほうのメタンガスの発生と、し尿処理からずっとこういうような魚

のあらとかそういうんのメタンガスで発酵されて電力発電をするということ

だったんですけど。まぁＶＩＳＯＮの中でそういうようなことはやらないと思

いますけども、たとえ食品工場はまぁ綺麗な残渣だと思いますが、今後ですね、

いわゆる給食残渣、いろいろ家庭残渣っていうのが出てくると思いますので、

まぁ食品ロスって言うたらまあどうなんか、聞こえはあんまりいいことないん

ですけども、そういうようなものをですね活用していただいて、分別をしてそ

こへ持っていくというような部分もありますので、そこら辺も一つ検討をして

いただいてですね、そのバイオガスの原料として活用していただければと思っ

ておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

次に、４番に入ります。ホクト株式会社が立地に至りまして、現在建設中で

操業も間近に迫ってきた様子が窺えます。ホクト株式会社三重きのこセンター

の概要を見ますと、ブナシメジ、マイタケを生産、同社の最大規模の工場と説
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明されています。前回の 12 月議会の木戸口議員の有機農業の質問で、キノコ

の廃培地いわゆる廃菌床でございますが、を有機肥料に活用という話もありま

した。同社の最大規模のキノコ工場となれば、キノコ使用済み培地が大量に出

るわけで、キノコ使用済み培地の培養ガス化による発電も可能な施設であるの

ではないかと思います。さらに廃培地を使って農業生産との絡み、果樹栽培と

の絡みを生み出されることになります。農産物の商品価値が上がるとともに、

循環型社会で作られた農産物と言えば、品質面でも一段とブランド価値が生ま

れてくるのではないのでしょうか。バイオガス化発電とバイオマスプロジェク

ト二本立てにこれから 10 年間で構想に組み込まれるかどうか分かりませんけ

ども、ご所見をお聞きいたしたいと思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

林企画調整課長。 

○企画調整課長（林 洋志） 廃培地の利用につきましては、現在いろいろな利

用方法を検討されているところでございます。今後、構想を見直す時点で必要

であれば取り入れていくということを考えております。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

山際議員。 

○10 番（山際 照男） まぁあくまでも民間の主導でちゅうんか民間の考えでご

ざいますので、そこら辺は行政が横槍を入れたとしてもまぁどうかなというふ

うに思いますけども。まぁあの静岡県のその前回の質問では静岡県の茶、みか

ん、トマト、イチゴを対象に試験的に実施と伺いました。その後の静岡の関係

の情報っていうのはいかがでございましょうか。情報を聞いてるちゅうんかそ

ういうのはやってらっしゃらない、やってる、どちらか。そういう情報はいか

が、聞いていたらちょっと教えてください。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

逵農林商工課長。 

○農林商工課長（逵 武彦） 静岡のほうからですね、何回かそのいわゆる廃培
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地、廃菌床ですね、テスト的に頂きまして、多気町の農家さんそれから近隣の

市町のですね畜産農家さんを中心にテスト的に使用していただいています。そ

の中でですね実際もう使いたいというような利用者さんですね、特に畜産農家

さんが中心になると思いますけど、敷料で使いたいという方も増えてまいりま

した。現在、近隣市町合わせてだいたい排出量の半分以上がですね、使用先が

決まっているという状況でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

山際議員。 

○10 番（山際 照男） ホクトの中でも多気事業所っちゅうんかあのきのこセン

ターは随分その廃菌床ちゅうんかその廃培地が出てくると思うんですけども、

やはりそこら辺を活用していただくと。まぁなんか新聞報道によりますと、そ

の運賃だけでですねその畑や田んぼへ運搬していただくというような、何やら

そんな事も書いてあったんですけども。まぁそこら辺はまた今後そのホクトと

の調整でやっていただければいいと思うんですけども。まぁこれはあくまでも

企業サイドの部分ですからでありますし、今後そのどういうふうな形に 10 年

間の中でどのような形になるか分かりませんから、そこら辺も考えていただけ

ればというふうに思っています。ただ、あの全国的に見ますと、きのこ培養っ

ていうんかきのこ生産っていうのはこのホクト株式会社は全国 36 事業所かな

んかあるような気がしますけども、この構想いわゆるバイオマス構想の中には

１点もそのきのこ生産っていうあれがないんですよね、ずっと調べてみますと。

１箇所ぐらいはあるんかなと思ったんですけど、全然そのきのこ生産っていう

あれが出てこない。いわゆるバイオマスとバイオガス、バイオマスの中でもそ

の間伐材とかですね、の部分とバイオガスはまぁいろいろとし尿処理とかそう

いう稲ワラとかそういうような形で出てくるんですけども、きのこの廃培地っ

ていうのが全然見当たらない。ですから、これはその構想の中へ入れられない

んかなっていうような私も感じたんですけども。まぁそこら辺はちょっと農林

省との今後のその報告なり、10 年間かけてどういうふうに変わってくるかも分
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かりませんので、そこら辺もひとつこういうバイオマスプロジェクトの中へ入

れば多気町のバイオマスという構想の中、産業都市構想の中へ入れりゃもっと

発展するんじゃないかなと。それから、まぁ雇用の雇用数も増えるということ

になりますし、そうなるといろいろと構想の評価も上がってくるんじゃないか

なというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

５番目へ入ります。このバイオマス産業都市構想を見ますと、計画期間は 10

年であります。で、中間評価は５年で令和６年に報告すると。選定の翌年度か

ら５年間毎年取り組み状況の報告が義務付けられております。また、構想を読

んでみると、実施メニューがたくさんございます。多岐にわたっております。

で、例えば、課題への対応はっていう部分で、「対応方針を整理します」とい

う様なごく簡単な書き方というような記述がありますが、これはもうまったく

非常に難しいと思っております。また、効果の検証等につきましても、取り組

み効果の客観的検証や進捗管理等の報告、それぞれ各々のその課題など構想を

読んでいると、行政でどのように検証するのやろかというような素朴な疑問を

持ったものですから、そこら辺のですね、どこが、誰がっていうような形のを

ちょっとお聞きしたいなというふうに思っております。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

林企画調整課長。 

○企画調整課長（林 洋志） 今回この構想では二つの事業化プロジェクトを設

定しております。１つは木質バイオマス利活用で、もう１つは食品残渣等のバ

イオガス化プロジェクトとなります。このプロジェクトの取り組み工程を 10

年間で設定しております。このそれぞれの工程につきまして進捗や効果を、中

間年であります令和６年度に検証し必要であれば見直すこととしております。

なお、来月予定をしておるんですけども、推進体制ということで協議会を立ち

上げることとしております。協議会の中で毎年の進捗状況等は報告をさせてい

ただいて協議しながら進めていくこととなりますので、よろしくお願いいたし

ます。 
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○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

山際議員。 

○10 番（山際 照男） 協議会で検討されてっていう部分になっておるんですけ

ども、まぁこの構想を作ったコンサルはですね、監査法人トーマツ法人が 890

万円で作られておるんですけども、この中でですね、森林を育成するためにそ

の造林をするとか育成するとか伐採等の一連の森林に対する人為的行為を実

施してバイオマス進めるんだっていうような項目もあります。私は前回、林業

政策についての質問をしましたけども、林業施業する方がずいぶん少なくなっ

て、もう６戸かな６人っていうふうになってるんかな。ですからもう森林施業

する人自体が無いわけで無いに等しいと思っております。そこら辺をですね、

まぁ協議会なりでですね検討していただくということにもなろうかと思いま

す。で、まぁ協議会は民間も入ってきますし、それは役所の仕事やというよう

なことになりますと、これまた大変なことになります。で、多分、多気町が、

町がですねイニシアチブを取って協議会を進められるんだとは思いますけど

も、そこら辺はやはりきちっと町の方針をきちんと出して、バイオマス産業を

進めていただくようにしていただきたいというふうに思っております。なんせ

このバイオマス産業都市構想、この冊子を見るだけでもずいぶん難しいっちゅ

うんか頭痛なってくるような冊子でございますし、これはもう皆が全庁的に検

討してやっていただく、いただかなければいけないようになってきております

ので、そこら辺もですね一つ努力をしていただいて、今後のバイオマス産業都

市構想が成功に至るように、よろしくお願いいたしたいと思います。それから

事業所向け、町民向けにもメリットがあるような形のですね、バイオマス構想

を進めていただきたいというふうに思っております。以上で終わります。 

○議長（前川 勝） 以上で、山際議員の一般質問を終わります。 

ここで、10 分間の休憩を取りたいと思います。10 時 40 分に再開いたします。

お願いします。 
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（９番 田牧 正義 議員） 

○議長（前川 勝） 再開します。 

３番目の質問者、田牧議員の質問に入ります。 

９番、田牧議員。 

○９番（田牧 正義） ９番、田牧、一般質問に入ります。一問一答方式で、４

項目ございます。 

１項目目、まちづくりのための資産戦略公共施設のしまい方について。２項

目目、空き家問題について。３項目目、交通弱者に対する取り組みについて。

４項目目、地域を活かす広域連携について。以上でございます。 

それでは、まず１点目に入ります。これは１項目目の台を少し範囲を広げて、

公共施設のしまい方というようにしましたが、内容的には勢和振興事務所及び

公民館建設に関わる基本方針によれば、すでに決定事項であり合併特例債の期

限までで進めるための実施段階に入っているとのことですが、耐震補強工事を

完了している施設を廃棄するのはあまりにも軽率ではありませんか伺います。

また、３ヵ年計画のうち初年度の進捗状況を伺います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

小林勢和振興事務所長。 

○勢和振興事務所長（小林 悟） それでは、田牧議員のご質問にお答えいたし

ます。耐震補強工事につきましては、平成 18 年度、15 年前でございますけど

も、調査を実施をしております。それも踏まえたうえで、平成 25 年度からの

区長で構成する「あり方検討会」で今まで議論を重ねてきました。で、その結

果が今に至っている内容でございます。実際、年間の維持費や老朽化に伴う修

繕箇所の増加傾向を考えますと、やはりコンパクトで極力維持費のかからない

新しい施設を建設するのが最も有効な手段であるという考えで進んできてお

ります。どうかご理解いただきたいと思っております。以上でございます。 

進捗状況でございますけども、現在、仮設事務所へ移設するための電気や電

話等の移設準備を進めております。また測量設計業者が決定し、敷地内の測量
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設計に入ってもらっております。今後、建築設計業者を決め建物の設計に入っ

ていく予定でございます。庁舎、車庫等の解体につきましても、９月補正で計

上している予算がお認めいただきましたら、年明け頃から解体に取り掛かって

きたいと考えております。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

田牧議員。 

○９番（田牧 正義） 粛々と進んでいると。こういうことかと思いますが、こ

の中で詳細のところでもう一度当初の、３カ年の事業計画これは３項目目で少

し絡んで参りますのでその辺りでもう一度ちょっと進捗状況等についてお話

を伺いますが、今は２項目目、こちらのほうで先ほどもありました区長等で構

成すると、こういうようなことですが、当初から振興事務所を廃止するのかそ

れともスケールダウンした最低限の機能を持ったものというように比較的そ

ちらのほうに提示して進められたというような感じがするわけですが、非常に

ですから区長さん等との話はありますが、一般住民に対しての参加の機会は非

常に少なかった。特に、この４月にももう一度アンケートをとるというような

ことで回覧等で回っておりましたが、それらがどのように集計されてどういう

ような反映をされるかっていうのは私には見えてこないんですが、住人が区長

会ではなしに、どのように参加してこういうような現在の状況になっているの

か、その辺りをお聞かせください。 

○議長（前川 勝） ２番にもう、田牧議員、入ってみえますね。２番でよろし

いんですね。 

はい、当局の答弁を求めます。 

小林勢和振興事務所長。 

○勢和振興事務所長（小林 悟） ２番ということですので。住民参加の機会が

少ないといったことでございますけども、今までまちづくり懇談会でですね、

各字を回り、勢和振興事務所のあり方につきまして、住民の皆様に説明をさせ

ていただきご意見を伺う機会を作っております。また、さらに今年度先ほど言
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われました５月にですけども勢和地域各字に回覧文書を回しまして、基本方針、

配置計画図案等もですね、お出しをしております。その中で、ご意見がありま

したら添付の用紙におきまして意見を伺うといった機会も作ってきておりま

す。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

田牧議員。 

○９番（田牧 正義） ちょっと項目たくさんしてますので、できるだけ簡略に

進めてまいります。ですから３項目目に入らしてもらいます。こちらのほうで

独自のアンケート調査を進めておりますが、集計及び提出期限はどのようにお

考えですか伺います。再考等を考慮しながら対応するため、また事業推進の弊

害とならないように進めるための確認をいたしたく存じますと、このように書

いたんですが、実はこちらのほうで、先ほどちらっと言いましたですが、住民

とつくる町こちらのほうに勢和振興事務所、こちらのほうは令和３年４年５年、

こちらのほうで住民とつくる町で資料が出ました。そしてなおかつ勢和振興事

務所兼勢和公民館改築事業、これについても令和３年４年５年、こういうよう

な資料が出ております。ところが、私がこの一般質問書を出した後ですが、こ

こに勢和振興事務所等解体についてということで、別稿、この当初の案とは別

にこういうような特別解体についてということで、令和３年の本来の予定より

も早めて 12 月から解体工事をするための予算の上がってまいりました。これ

が当初よりも早く解体する必要性について、どの辺りでどういう理由でこうい

うようになったのか、この辺りの詳細をお聞かせください。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

小林勢和振興事務所長。 

○勢和振興事務所長（小林 悟） 解体の話が出ましたけども、先般の全協でも

お話をさせていただきましたとおり、まぁ確かにあの解体につきましては当初

令和４年度に入ってからという説明をしておりました。時期を早めた理由とい

たしましてはですね、まぁ当初の計画の案では、実際３カ月程度と工期を短く
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設定をしておったわけなんですけども、まぁいろいろ専門家等にもですね話を

聞いておりますと、現在ではやはりその廃棄物の取り外しとかですね、運搬処

理などに時間がかかりまして、またアスベストもですね実際入っている可能性

もあると。まぁそういったことを含めておきますと、最低５カ月程度は欲しい

というふうなことでございました。幸いにもですね、令和４年 1 月から仮設事

務所に移りまして、庁舎内は解体する準備が整っておりますので、少しでも解

体に取り掛かれたらというふうなことで、今回のこういった補正の形状にもな

ったわけでございます。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

田牧議員。 

○９番（田牧 正義） アスベスト等の問題も入れられて解体を早くする必要が

ある。しかし、当初は令和４年４月から、それで十分に間に合う予定を２つの

資料で出されている。にも関わらず、今回の 12 月から解体に入るというのは、

実は私のうがった独りよがりかもしれません。要はこれは、要は議員が勝手に

アンケートをとろうが当局は進めていくよ、あるいはこのように６カ月近く解

体作業を先にする予算を追加で出して、アンケートをとってもなんら意味をな

さない形にしようとしていると、こういうように私はとってしまう。ですから、

その辺りのところについて、12 月に先取りする予算あるいは工事を進めるとい

う必要性は、私は全然感じておりません。ですから、粛々とアンケートをとっ

て、私は 12 月中には出す予定でおりましたが、12 月に解体を始められたら何

の意味もなさない。ですからこれは、当局が議員がそういうような議員活動を

やっても意味がないよと、暗にそのように示されたものと解釈しております。

ですから、これについては答弁いりません。ただし、このあたりのことについ

ては後日改めて理由を問うことになろうかと思います。 

ということで、１項目目はこれにて終わります。 

２項目、入ります。 

昨年度の移住者集計による実績は残念ながらありませんでした。その後の空
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き家等対策計画の進捗状況を伺います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

久保建設課長。 

○建設課長（久保 義隆） それでは、ただいまの質問にお答えいたします。現

在、空家等対策計画に沿っての進捗状況につきまして、空き家調査及び情報の

データベース化については、国の補助金を利用するべく進行中でございます。

また、空家除去工事の補助金については７月広報にも記載いたしましたが、当

初国庫補助要望件数５件に対しまして現在４件の要望をいただいております。

たき広報に載せてから反響が大きく問い合わせが多数ありますので、国への追

加要望も視野に入れて取り組んでおります。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

田牧議員。 

○９番（田牧 正義） 建設課のほうでは、企画調整課がやってみえる空き家バ

ンクそれ以外の問題についてに管理してみえて粛々と進めていただいている

と、こういう認識でおりますので、今後とも空き家の問題、非常に大きな問題

になってくる。特に前回あるいは前々回もお話ししましたように多気町の空き

家っていうのは隣に農作物っていうか家庭菜園的なもの、まぁこの後木戸口議

員の質問の中にも一部入っていると思われますが、そういうようなものも含ん

でのことになりますので、特にいろいろな面で各課と連携してやっていただけ

ればありがたいと思います。よろしくお願いします。 

続きましては、町長にお伺いしたいことになるわけです。これが、広報たき

３年２月号、これでここのところに３月６月に引き続いての質問になりますと、

こういうことで記載しておりますが、ここの問題は一般質問提出時に議長のほ

うから同じことを二度三度するっていうのは非常に適切ではないから今回は

ともかく 12 月に出てきたらこれはできれば削除したいと、こういう旨議長の

ほうからもありました。改めて伺います。私が質問した 12 月の折の質問、要

は空き家バンク以外、空き家に対して実務的には何ら手を打ってないと考えて
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よいのか伺う。それに対して町長はそれぞれの課が役割を分担して他の課と連

携しながら実務を行っていると。こういうようにお答えいただいた。それで私

は、それではその実務は何を把握してこういうように公式の文書です。広報た

きに載せてるから。これにお答えになったんか、実務どこを把握して言われた

のか教えてください。これが私が３月も６月も言ってること。しかし先ほども

言いました。これが 12 月にもう一度出すんであればこの質問については削除

したいと、こういうように議長にお聞きした。ですからここまで言ってでも町

長は答えたくないんであれば「答えたくない」それだけで結構です。あるいは

これを掴んでました、どちらかでお答えください。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

久保町長。 

○町長（久保 行男） いろいろ空き家につきまして、ご心配をおかけしてます。

それぞれの課の連携と申し上げました。中心的には建設課のほうで対応してい

ただいております。そこを中心に、例えば税務課であれば問題のある空き家の

苦情とか問い合わせ、空き家状況、所有者の調査、固定資産税の状況調査、こ

れを税務のほうでやってくれると。それから総務のほうでは空き家があること

によってまぁ犯罪上大丈夫なんかていうこんな調査、連携、それから空き家に

野生動物、アライグマなどが住み着いた場合にはどうするか、こういうことで

は農林商工課が関わります。そして、最後にゴミの問題、また草等の葉も問題

につきましては町民環境課のほうが対応する。こういうの全体的に建設のほう

でまとめてやってくださいということで、私、実務はできませんけども、こう

いう連携をそれぞれの課で持ちながら対応していくということであります。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

田牧議員。 

○９番（田牧 正義） 先ほども税務課あるいはその他のことにつきましては私

が確認、空き家問題での質問の中で私なりに調べた中にも入っていたこと。そ

ういう中で、例えばこういうことできますよね、というので言ったのは水道メ
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ーター見れば空き家かどうか分かりますよねと、こういうような話もした。実

質的にそういうように要はやっている、あるいは税務のことについても前税務

課長のほうにも調べて、ここの部分は税務課ではやってる、しかしそれを一つ

のテーブルで全体で打ち合わせに使われた形跡がないから、要は空き家バンク、

単独で動いててそれ以外は連携その他についてはやってみえないんではない

ですかと、こういうような質問をした。ただ、今日は町長が少し答えていただ

きましたので、この２項目目につきましても、これで終わります。 

３項目目に入ります。交通弱者に対する取り組みについてと、こういうこと

なんですが、先日、高山課長のほうで令和３年５月の実績を調べていただいた

レセプトの実績。これによりますと、町内の医院で国民健康保険あるいは後期

高齢者、それぞれ 18 とか 23 ぐらいですから、だいたいおおよそ 20％程度、こ

れが町内で受けている。しかしそれ以外の８割近くの人は、近隣へ松阪あるい

は明和あるいは大台、こちらのほうに受診されてみえる方が多いんですね。じ

ゃあそれについて考えてみます。特に後期高齢者の方なんかは、近頃免許の、

運転免許の返納等もありまして、交通弱者になっている、あるいは障害者の方

になっている。こういうのに対して多気町としてはまぁ少しボランティアの方

に手伝っていただいてしている程度。ところが、町内だけで少しでも出たとこ

ろに対しての援助ちゅうのはほとんど実施されてない。この辺りについて、担

当の課長さんには四日市の事例を新聞の切り抜きですがお渡しして、こういう

ようにデマンドタクシーを四日市は考えてるわけですが、そういうような新し

い交通手段っていうものを考えていただく時期ではないですかというので資

料はお渡してありますが、このあたりのことについての今後の対応、こちらを

お聞かせいただけませんでしょうか。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

伊藤副町長。 

○副町長（伊藤 智巳） ただいまの新たな交通システムを取り入れる時期では

ないかという質問にお答えさせていただきます。平成 30 年 12 月の一般質問で、
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デマンド型乗合タクシーの検討が必要ではないかと質問をいただいておりま

すが、昨年度までは勢和地域から旧多気地域内の医療機関への受診するのに町

民バスの利用しか出来ませんでしたが、今年度からは「でん多」の利用が町内

全域で可能となっております。また、10 年前から、先程議員言われましたよう

に、高齢者の方の移送手段のお持ちで無い方を対象に、高齢者移送サービス、

また一昨年より、買い物支援サービスを実施をいたしております。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

田牧議員。 

○９番（田牧 正義） じゃあ私がこの調べてもらったこちらの資料ですが、こ

れで先ほど言いましたように、８割近くの方が要は近隣の医院あるいは諸々に

行ってるわけですが、この実態はお調べになっていたんでしょうか。要は、近

隣の病院のフォロー無しに我が多気町の住民は現在かかりつけ医を作ろうあ

るいは初診に松阪の病院あるいは医大、日赤、どこへ行くにしても紹介状を持

って行かなければ初診料も高く取られる。こういうようなことになってるんで

すが、このあたりの把握はしてみえたかどうか、お教えください。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

伊藤副町長。 

○副町長（伊藤 智巳） ただいまの質問ですけども、保険医療の資料はいただ

きましたが、役場といたしまして担当課は把握していると思いますけれども、

公共交通の関係ではたぶん各個人が皆車で行かれているという解釈です。田牧

議員、以前も言われましたけれども大台の病院行くのにどうしたらいいかいう

ふうなことを質問されておったと思いますけれども、まぁ栃原駅の乗り入れが

可能にならんかという話をされております。しかし、栃原駅につきましては寿

タクシー、民間の業者の方が営業されておりますので、私やっております公共

交通会議のほうでは大台町のほうへ申し入れをいたしましても、やはり民間の

方が営業されており多気地域のタクシーについては乗り入れを遠慮していた

だきたい。また、松阪市の小片野駅につきましても、以前は粥見タクシーとい
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う業者がおりましたが、その業者が運営をやめられましたので松阪市のほうへ

勢和からの乗り入れお願いするっていうことで申し入れをさせていただいた

ところ、松阪市の公共交通会議ではそれを認めていただいて、それで射和と小

片野、大石へのタクシーの乗り入れは可能になったということで、その辺りを

この輸送手段の無い方につきましてはそれらを活用されて医者へ行っている

ものと思っております。以上です。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁が終わりました。 

田牧議員。 

○９番（田牧 正義） 大変申し訳ないですが、副町長の今答えられましたこと

はＪＲの構内、要はマルコウの制度の中でのことで、公共タクシー、栃原駅に

つきますと寿タクシーだと思いますが、この問題。しかし、私が今回言ってる

のはデマンドタクシー。構内に乗り入れるんじゃないんです。まぁ、たまたま

栃原駅出ましたけれども、これは何を言いたいかというと要は高橋医院に直接

行くのはマルコウ関係ないんですよ。構内タクシーの。ですから四日市のこの

デマンドタクシー、これなんかは、そういうことも考慮しながら、ＪＲのそう

いうマルコウ、構内に乗り入れるのは指定のタクシー業者でなければいかん。

これを絡めるためにしてるだけで、なんら今回の医院に対してのものはマルコ

ウは関係ない。ですから新しいものを考える必要があるんではないですか、考

える時期ではないんですかということ。マルコウはなんら関係ないので、その

あたりを過去にそういう問題があった、そういうのは今取り出さないでくださ

い。きちっと調べればわかることですから。よろしくお願いします。 

そういうことなんですが、この四日市のデマンドタクシー券あるいは玉城町

やってるような予約で来てもらう、そういうように住民がすぐ利用できる方法、

これはいろんな各町が工夫していろいろ新しい方法をしてますから、多気町で

も十分に来年度、令和４年度からは対応できる方法があろうかと思います。ま

して基幹バスである三重交通の多気駅と元丈の館行ってるバスありますが、あ

れをスモール化すればそれの予算でこのデマンドタクシー等の予算は十分ま
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かなえる範囲に入るようにも思います。ということは根本的に住民のためにど

ういう手段がいいのか考える時期であると、こういう意味で検討してください

と、こういうことなんです。ですから特に栃原駅等のあるいは多気の駅はマル

コさんがもうおやめになってるんで関係なくなってると思いますが、要は構内

タクシーのことについてはお考えいただく必要はないかと思います。違ってい

たらごめんなさい。多分、考える必要はない時期に入ってるはずです。 

さて、３項目目はお考えいただくということを前提に終わりたいと思います

が、あのどうでしょうか。今私が言ったこと令和４年には間に合うように検討

していただける項目に入るでしょうかないんでしょうか。そこだけお答えくだ

さい。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

伊藤副町長。 

○副町長（伊藤 智巳） 大変難しい問題だと思っておりますけれども、まぁ公

共交通会議で言いますと、その近鉄タクシーさんにお願いしております。ただ

先ほど議員言われるように、マルコウ、まぁ役場関係ないようにって言われる

のであれば、民間の方が一般の近鉄タクシーを頼んでいただいたら松阪でも大

台でもどこでも行けるというふうに私は思っております。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

田牧議員。 

○９番（田牧 正義） はい、なんらかでご配慮いただける、あるいは検討いた

だけるというように思いますので、この３項目目、終わりたいと思います。 

では４項目目に入ります。地域を活かす広域連携について。こういうようなもの

に入れましたですが、最近広域連携というのが種々なところで話題になってい

ますが、多気町においても松阪地域定住自立圏共生ビジョン、こちらのほうで

松阪市あるいは多気郡の３町、こちらで一緒にやろうよというようなことで、

いろいろパンフレット等もあってやってみえる。ところが、この広域連携につ

いてはいろいろ問題もありますが、少なくとも今いろんなところで言われてい
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るものは、この下にも参考として書きましたですけれども、各市町が要はフル

セット主義、全部自分とこの町あるいは市でまかなうっていう時代は人口減少

その他でもうギブアップせざるを得ない時期に入っていく。要は３年とかそれ

ぐらいだったら今までのとおりのやり方でもいいかしれないけれども、10 年

20 年後については、とてもじゃないけれどもそういうことできない。昨日の町

長も午前午後出席されてみえたわけですが、現在、松阪地区では広域消防、広

域衛生、こういうものと多気中学校の松阪市とのこういうものはできてる。し

かしそれ以外のものについては、どちらかっていうとまだ手付かずの状態。し

かし 10 年 20 年先に今の多気町がこのまま人口も減っていということ、あるい

は先ほどの３つ目で言いました医療の問題、こちら等を考えると、広域でいろ

んなことを、得てのいいとこここは私の町が引き受けます、市が引き受けます、

しかしここのところについては一緒にやっていただけませんか、こういうもの

がなければ、各市町とも成り立たなくなる時代が来る。これは、もう色んなそ

の道の専門家あるいは国のほうもそれを認めざるを得ない部分があるので、先

ほどありました合併特例債こちらをもう 10 年延長になりましたですが、これ

の背景にはやはり広域でやるような地域が色々やって、それの実例を把握して、

それを普及させていくと、こういうなことを狙って、今合併特例債の 10 年延

長というのもあったように私は思ってます。ですから、この参考に付けました

ことにつきましては、12 月の一般質問、これの１番目の重要な施策をお聞きす

るための参考資料です。ですから、ここから３カ月ありますので、当局の方は

こういうように広域連合、まぁ連携について、どういうようなことが今後考え

られるのか、いろいろ問題点もあると思いますので、私が 12 月に質問する折

にある程度具体的にお答えいただけるようなご準備をしていただきたいと、こ

ういうような意味で、今回こういうように参考としたわけです。ですから、今

回の一般質問では１項目目についてはそういうようなことで、なんら急ぐ必要

はないよというようなこと、これは先ほど答えていただいたもので満足するか

どうかは当局と議員あるいは議会との関係になろうかと思います。それはまた
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私個人の考えではない。私は当初からこちらについても一応可決されてる案件

ですから。４月からであれば従う気でいたというようなことを最後に付け加え

まして、一般質問を終わります。 

○議長（前川 勝） ４項目目の答弁は。 

○９番（田牧 正義） ここについては、私が 12 月に重要なものとしてすると

いうことで予告的になりますので、答弁はいただかなくて結構です。 

○議長（前川 勝） よろしいんですか。 

○９番（田牧 正義） はい。以上で一般質問を終わります。 

○議長（前川 勝） これで田牧議員の一般質問が終わりました。 

（ ９月 10 日 11 時 15 分 ） 

 

（ ９月 13 日９時 00 分 ） 

（５番 松木 豊年 議員） 

○議長（前川 勝） ４番目の質問者、松木議員の質問に入ります。 

５番、松木議員。 

○５番（松木 豊年） おはようございます。日本共産党の松木豊年です。一問

一答方式で、以下の３つの内容について質問をさせていただきます。 

１点目は新型コロナ感染症対策について、２点目はスーパーシティについて、

３点目は「生理の貧困」、生理用品の無償配布について、であります。 

最初に、質問通告書に１箇所誤りがございました。質問の要旨の欄の８行目、

８月 26 日を８月 27 日に訂正をさせていただきます。よろしくお願いします。 

それでは最初の、新型コロナ感染症対策について、伺います。 

新型コロナ感染症は感染爆発となって深刻な医療崩壊を招いています。８月

19 日、日本共産党の志位委員長は、菅首相にコロナから命を守るための緊急提

案を行っております。その大きな内容については、①症状に応じて必要な医療

をすべての患者に提供する、このことを第一に重視する。そして感染伝播の鎖

を断つために、大規模な検査を実行する。３点目、当時行われておりましたパ
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ラリンピックの中止、を要請しました。引き続き、命を守る対策に全力を集中

することを強調しております。 

さて皆さん、今日は新聞が休刊日でしたけれども、ＦＮＮプライムオンライ

ンでは、12 日現在、全国で新規感染者数は６千人を超えているとの報道がされ

ております。また、35 名の死亡も報告され、全国の重症者は 2010 人を超えた

ということになっております。引き続き、医療の崩壊について深刻な問題が抱

えております。県内においても、これも 12 日付の中日新聞でも県庁で２度目

のクラスターが発生したり、多気町では合計 43 人の方が感染されている。県

内では 147 人の死亡者、入院調整中で自宅療養をされている方が 1677 人、と

いうふうになっています。今朝の議会からのメールでは新たに町内でもう１人

感染者が発生したということが報告されております。こうした状況にあって、

現時点で多気町として重点的に取り組む新型コロナ感染症の対策の内容につ

いて説明をお願いしたいと思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

岡井総務課長。 

○総務課長（岡井 一宜） 現在、本庁舎等において９時から５時までの間、１

時間毎に 10 分程度、窓を開け換気を行っております。また、本庁舎の宿直室

側及び町長室側の出入り口を換気およびドアの非接触を目的として、常時開放

しております。その他、マスクの着用、会議室の使用後の消毒等、徹底をして

おります。併せて職員には感染防止対策について、職場内掲示板で随時周知を

しているところです。一方、町民向けには多気町ホームページ等で事業の中止

や延期などを含む新型コロナウイルス関連の感染防止について、随時周知をし

ております。また、職員、町民共に町長メッセージを配布しております。以上

でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） 庁舎内での対策と町民向けへのメッセージ、町長のメッ
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セージもＬＩＮＥとかでも発せられてると思います。主にそれも拝見しますと、

感染対策をしっかり当たり前のことやりましょうという注意喚起だというふ

うに理解しております。 

そこで、２点目のほうの質問に移りますけれども、私は注意喚起をするだけ

にとどまらないで、積極的な対策が必要だと思います。妊婦さんや介護施設、

保育所、学校の職員のみなさんへのワクチン接種を優先していくことは、深刻

な事態やクラスターの発生を未然に防ぐうえで非常に有効だと言われており

ます。その点で、それぞれワクチン接種の実施状況について、現況と今後の計

画についてご説明をお願いしたいと思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 先ほどのご質問にお答えさせていただきます。

まず、妊婦の接種につきましては集団接種会場であるクラギ文化ホールで９月

６日から優先接種の予約を開始しております。また総合病院の産婦人科、個別

病院の産科においても、かかりつけ医等を中心に接種を開始していただいてお

ります。次に介護施設職員の優先接種につきましては、高齢者施設利用者と施

設内同時接種といたしまして計画を進め、職員と利用者において７月９日で接

種を終了しております。次に町内保育士とまた教職員におきましては、少しで

も早く打つことができますように希望者に余剰ワクチン登録を実施していた

だきまして、集団接種、高齢者施設等の接種において余剰ワクチンが出た場合、

連絡して接種していただいております。ワクチン接種におきましては本人の意

思のもとに接種となっておりますので、職場としての確認はしておりませんが、

余剰ワクチンについては保育士と教職員、支援員等でご協力いただき、優先的

に接種を進めておりまして、109 人に接種を実施しております。この余剰ワク

チン登録事務におきまして、８月の一般の接種予約が始まった時点では予約が

取れたことにより名簿からキャンセルされた方も多々ありました。この結果に

より保育園の状況を鑑みますと、約７割以上の職員の接種が進んでいると認識
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をしております。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） この今、ご説明いただきました７割以上というのは保育

所と学童保育も含めての職員さんと学校の先生方の職員さんの７割っていう、

こういう理解でよろしいですか。 

○議長（前川 勝） 答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） この７割は、保育士について計算をさせていた

だいております。学校等についてはちょっと私のほうではわかっておりません。

また放課後児童クラブについては余剰ワクチンを希望していただいた時点で

年齢的にもたくさんの方打ち出してもらってるっていうような情報を、その時

に聞かせていただきました。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） 学校の先生方の接種状況についてはどんな状況になりま

すか。 

○議長（前川 勝） 答弁を求めます。 

橋本教育長。 

○教育長（橋本 弘司） 学校の職員のワクチンの接種状況、ただいま報告もあ

りましたけども優先接種のほうしていただきまして、９月の最初の時点で、学

校によって違いますけれども50数％から70％近くまでということになります。

あとまぁ、そっから数日経過をしておりますので、それのパーセントが高くな

っているのではないかなって思っております。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） 学校の先生方や保育所の先生方ですけれども、これはあ
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の冒頭に申し上げましたように、深刻な事態やクラスターの発生を未然に防ぐ

という戦略的な考え方を持って、もちろん個人の選択の自由っていうのは尊重

する必要がありますけれども、戦略的にはしっかり皆さんが打っていただける

ように業務上の配慮とかですね、そういう点での後押しっていうのが必要だと

思いますが、その点で工夫をされていることとかあるいは今後改善の余地があ

る内容などございましたら、お答え願いたいと思います。 

○議長（前川 勝） 答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 接種は平日でも受けれるように、職員職専免を

使っておりますし、また職場環境としてもお互いに助け合いながら接種の日に

は接種に行けるような状況を作ってもらっているような状況です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） 学校の先生方についても同様の配慮を積極的に教育委員

会からもですね発信していただいて、ぜひ学校や保育園が安心して通えるとこ

ろなんだということをですね、町民の皆さんに理解をしていただくということ

が、学びや保育の充実にもつながっていくと思いますので、ぜひそういう努力

を強く求めたいと思います。 

次の質問に移ります。感染伝播を断つためには介護施設、保育園、学校など

で大規模検査を行うことが必要であります。ワクチンと合わせて大規模な検査

を実施しながら、感染の早期発見、必要な隔離、医療的なケアにつなげていく

ことっていうのが非常に大事だと思います。県と連携しながら多気町独自の行

政検査を行うことについて、検討をこれまでしてきたのかどうか、あるいは今

後検討する予定があるのであればその内容について、説明をお願いしたいと思

います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 
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○健康福祉課長（森本 直美） 大規模検査についての県との連携しながらの検

討は、今のところしておりません。まず、高齢者施設、障害者施設におきまし

ては、今年度６月より厚生労働省が抗原検査簡易キットの配布事業を始めてお

ります。また８月末には今後拡大が懸念される学校等を配布対象にしていく旨

の通知が来ており、学校等においてもその抗原検査を利用していく予定でござ

います。また多気町独自といたしましては、健康福祉課におきましては子供た

ちとの接触機会の多い保育士等の業務継続のために、こちらも簡易抗原キット

を購入いたしまして、必要時検査できるように準備をいたしましたところでご

ざいます。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） 学校についても検討されたかどうかお願いします。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

橋本教育長。 

○教育長（橋本 弘司） 学校におきましては、県・国のほうから抗原検査キッ

トのほうがもうすぐに届くと思いますけども、それぞれの学校に配布し対応の

ほうさせていただきたいと考えております。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） この大規模検査を行ううえで、特にこの新型コロナにつ

いてはですね、抗原検査は症状がある場合に実施する、こういうふうになって

いると思います。問題は無症状者で感染者が他の人に感染をするというここが

一番厄介なところだもんですから、やはり抗原検査だけに頼らないで、もちろ

ん抗原検査少しでも症状があればいち早く実施するということは非常に大事

なことだと思いますが、やはりＰＣＲ検査の大規模な実施このことをですね、

正面から検討をすべきだと思います。 

併せて、濃厚接触者の方への検査の実施についてお尋ねしたいと思います。
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農林商工課の職員さんが発症されて濃厚接触者の方がおられたということを、

初日の坂井議員の質問で説明がございました。その時に濃厚接触者でありなが

ら症状が無いので検査をしないで自宅待機で様子を経過観察をしたという説

明はございましたけれども、９月９日の議会からのメールでは 12613 例目の未

就学児のお子さんの場合には濃厚接触者であるために検査をして陽性になっ

たということの報告が示されておりました。同じ濃厚接触者でありながら、症

状が有る無しで検査の実施を、考え方を変えるについてはちょっと科学的な根

拠がないと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（前川 勝） 答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 濃厚接触者の対応につきましては、保健所のほ

うで対応していただいております。濃厚接触者の方は毎日健康観察のほう保健

所に情報として送ってみえるというような状況です。その中で感染が爆発しま

して多くなってきましたので、検査体制がちょっと取りにくいっていう中では

症状の無い方は検査をせずにお家で経過観察をしているというような状況で

ございました。その中で今回ご質問いただきました案件につきましては、ちょ

っと私どもでは分かりません。保健所のほうの判断で検査をされたのだと思い

ます。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） ぜひですね、保健所のほうにも積極的な提案をしてです

ね大規模なその行政検査も含めた検査の実施というのを迫っていく必要があ

るのではないかと思います。引き続き、前向きな検討をお願いしたいと思いま

す。 

次の質問に移ります。スーパーシティについてでございます。８月６日のス

ーパーシティの専門調査会は 31 自治体の提案に対して「大胆な規制改革の提

案が乏しい」「不十分な提案が目立った」などとして、全ての自治体に提案の
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再提出を求めることになりました。この専門調査会の提案が再提出を求めたこ

とについての基本的な受け止めについて伺います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

林企画調整課長。 

○企画調整課長（林 洋志） 全ての提案におきまして大胆な規制改革の提案が

少なかったということであります。このことにつきましては私ども真摯に受け

止めておりまして現在は再提案に向けての事前相談や助言を国からいただけ

るということでありますので、現在、提案内容につきまして関係自治体と関係

企業との間で協議を進めているところでございます。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） 私は 31 自治体全てがですね再提案を求められたってい

うことにちょっと驚き、正直驚きの印象を持っております。１年前のおよそ１

年前ですね、去年の６月に法改正がされましたけどもそれから内閣府がこのい

ろんな自治体に対して積極的なそのアプローチをするようにアドバイスも含

めて色々やり取りがあったんだと思うんですけども、31 も申請していながら１

つもその眼鏡にかなったものは無かったということについては、これは見方に

よっては国のやり方の不十分さを裏返しで表しているのではないかなという

ふうに感じたところであります。 

それでは、そもそも今回の多気町の提案ですけれども、どういう提案だった

のかその重点的な内容について、改めてご説明をお願いしたいと思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

林企画調整課長。 

○企画調整課長（林 洋志） 大きく８項目を柱として提案をさせていただいて

おります。医療ヘルスケアではオンライン診療や服薬指導、モビリティサービ

スでは自動運転やドローンによる社会実装、地域産業活性化では森林資源のデ

ータ化によるスマート林業や獣害対策循環システムの構築、それから地域情報
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発信整備では位置情報とＡＩを活用した観光情報の発信、それからゼロカーボ

ンシティでは再生可能エネルギーの導入計画、それからデジタルインフラ・防

災ではインフラの包括連携管理や災害時の体制構築、それとデジタル地域経済

圏では地域で循環するデジタル地域通貨、それから多目的ツーリズムでは交流

人口や関係人口を活性化させるメニューの開発などとなっておりまして、この

８項目が重点内容となりますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） 今ご紹介いただいた８項目っていうのは、だいたい８つ

の事業があってそれらに対して手挙げをしてということで決まったんだと思

います。で、申請をする際にも、最終的にはそれにタイアップする企業が手を

挙げてくれないとできないのでということで、その辺のタイミングや内容につ

いてのすり合わせをされて申請をされたんだと思いますが。再申請、もう 1 回

やり直すようにって言われた中身で、その大胆な規制改革が乏しいとかいう点

で真摯に受け止めなきゃいけないというふうにご答弁いただきましたけれど

も、今おっしゃっていただいた８項目、どういう点でその大胆にやっていくの

かについて、見通しとか考え方のヒントみたいなのがあるんでしょうか。 

○議長（前川 勝） 答弁を求めます。 

林企画調整課長。 

○企画調整課長（林 洋志） 新たに全ての提案を見直すということはしなくて

もよいということでありますので、この中からですね、今現在アーキテクトの

方を中心にですね、規制改革に基づく提案を作成中でございます。で、基本的

には次の再提案につきましては、規制改革一つにまず絞って、今から内閣府、

国と調整をさせていただきながら助言をいただきながら、再提案を作成してい

く予定でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 
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○５番（松木 豊年） 私も課長さんから情報をいただきまして、専門調査会の

議事概要などがアップされてるということで、手に入れて中身を見せていただ

きました。この議事概要を読む限りですね、個人情報の保護、あるいは提案内

容について住民の合意形成の重要性というのが非常にいろんな委員からの発

言とかを拝見してもですね強調されている、そういう印象が非常に強いです。

この２点について、まずその個人情報の保護をどういうふうに考えるか、それ

と提案する中身に今８項目ご説明ありましたけども、それについての住民の合

意形成これも重要なんだということを、かなり強調されています。その点で問

題意識どのようにお持ちかお示しください。 

○議長（前川 勝） 答弁を求めます。 

林企画調整課長。 

○企画調整課長（林 洋志） 個人情報の保護につきましては、今後ですけども

法律に準拠した体制を構築し、方針や規定、基準などのルール策定を行ってい

く計画であります。それから再提案の際も住民の声が必要となります。地域住

民の意向が概ね良好であると判断できれば良いということを国からも聞かせ

ていただいておりますので、説明会等により意見をいただきながら判断してい

ていくことを考えております。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） 個人情報の保護についてはですね、坂下委員が議事概要

の７ページのところで、全ての提案が生活全般で分野横断をして個人情報を使

うという提案になっていたという記述、発言があります。住民の皆さんの個人

情報がすべて手のひらにのっかるような内容であるということだと思うんで

すけれども、そのことを重視してこのプライバシーの影響評価をしっかりしな

きゃいけないだとか、個人情報保護の法令の遵守を徹底する必要があるんだと、

いうことを強調しておられます。これについても一般的な強調だけではなくて、

これで安心なんだということをですね、やはり住民の皆さん町民にしっかり示
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していかなければ、後に述べるその住民の合意形成にも繋がらないと思います。

その点で、現時点での発信内容は非常に発信力乏しいんではないかと思います。

併せて、その住民の合意形成についてもですね、８項目ご説明いただきました

けども、そのことについて町民の皆さんまぁ説明会を一回開いていただきまし

たけど本当に皆さんが理解を得てこれはいいねというふうに必ずしもなって

いないように思います。その点での、今まで以上の努力が必要だと思われます。

引き続き、この点でのご努力をお願いしたいと思いますし、再提出、再提案の

募集についての通知の最後にですね、再提案にあたっても事前に住民等の意向

把握のための措置を講じてくださいということが最後に強調されています、文

末のところにですね。その点で、これからの計画、フローチャートが内閣府か

ら示されておりますけれども、そん中に多気町としては何をするのかというこ

とですね町民の皆さんによく分かりやすくお示しいただくとともにですね、議

会にもきちっと報告をしていただいて住民の代表でもあります、その点も抜か

りないように事を進めていただくことが必要だと思います。 

最後の質問に移らさせていただきます。コロナ禍のもとで生理の貧困が問題

になっております。国際ＮＧＯのプランインターナショナルでは、2017 年にイ

ギリスで初めて、ちょっと読み方があのあれですけど、Ｐｅｒｉｏｄ Ｐｏｖ

ｅｒｔｙ、生理の貧困というふうに訳すそうですけども、の調査を実施しまし

た。この 2017 年の調査では、回答者の 10％が生理用品を買えなかったことが

あるというふうに答えているそうであります。その後、アメリカの調査でも入

手できない人たちが一定数いるということが報告されています。それらを端を

発して欧米でも問題意識が高まってきているそうであります。このプランイン

ターナショナルが 2020 年に実施した新型コロナウイルスが女性に与えた影響

に関する調査では、３割の方が生理用品の購入は難しいと回答したとしていま

す。その 2017 年と比べてみますと、コロナ禍で生理用品を手に入れるのが困

難の方が３倍に増えたというふうにも言えると思います。日本では 2021 年度

の男女共同参画白書によりますと、2020 年４月の就業者数がその前月と比べ男
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性は 39 万人減少したのに比べて女性は 70 万人減少したというふうに報告され

ています。女性の失業者が特に多く、シングルマザーの完全失業率も増加し、

コロナ禍で女性の貧困問題が深刻化している、いう風に指摘しております。こ

うした状況のもとで、生理の貧困への対策が急務となっております。最初に生

理の貧困についての基本的な認識についてお伺いします。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

橋本教育長。 

○教育長（橋本 弘司） 学校の基本的な認識というところになりますけれども、

家庭の様々な事情や先生に相談しづらいなどの理由から、学校を休まざるを得

ない子供達がいることも想定することができます。そのことから学校では生理

の貧困について特に意識をして取り組んでは今までおりませんでしたが、今後、

その取り組みを進めるということになりますけれども、今まで日頃から児童生

徒の変化に気づき声がけや相談しやすい体制などを取ってきとったところで

す。ただ今後、学校全体で生理の貧困につきまして意識をした対応と体制づく

りも必要であるというふうに考えております。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） 今後、学校全体について、その子供さんがなかなか相談

しづらいような状況を踏まえて検討されるということですので、前向きな検討

をぜひ期待したいところです。学校問題だけじゃなくてこの生理の貧困ってい

うのは町内全体にも関わる問題であります。町内全体でみますとその生理の貧

困について特にご認識ございましたら、お願いしたいと思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 先ほどのご質問にお答えさせていただきます。

まず女性の生理は命をつなぐうえで欠かせない自然な現象で、女性はそれを担

っております。現在コロナ禍で生理の貧困が注目され、経済的な困窮に注目さ
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れておりますが、それは狭義の意味であり、生理用品だけでなく生理にかかる

すべてに女性がアクセスできないことを生理の貧困とも考えます。経済的に生

理用品が買えないだけでなく、一般の家庭でも親や本人の知識不足において適

切な処置ができない場合もございます。生理の貧困には経済的なことだけでな

く性教育の部分、男女共同参画的な要素も含まれると認識します。以上でござ

います。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） 課長さんおっしゃっていただいたとおりだと私も全く同

感であります。経済的な理由でその生理用品を手に入れることが困難であると

いうことに端を発して、しかもコロナ禍にあってそのことが顕著になったとい

うことを通じてですね、生理の問題についての認識を男性も含めて共有をして

問題を解決していく、このことが今問われているんだろうと思います。生理用

品へのアクセスがなかなかできない問題というのは、例えば羞恥心があったり

男尊女卑の世の中にあってなかなかこう男性では理解をされていない問題っ

ていうのがたくさんあると思いますので、おっしゃったように性教育の問題と

かの分野でも改善の余地があるかというふうに思います。ちなみに、ピルのオ

ンライン診療サービスをされているスマルナという会社の調査によればです

ね、生理にかかる費用は生涯で約 40 万円ぐらいだそうです。もちろん個人差

はあると思います。1 日あたりで 100 円から 140 円、１カ月あたりで 500 円か

ら 1200 円ぐらいだそうです。こういう問題ももちろんいろんな方が調査され

ていますので、個人で調査されている方では 60 万円ぐらいかかるていうふう

に調査されている方もおられますけれども。これらも含めて、我々は認識を共

有してですね、問題の整理と解決にあたっていく必要があると思います。そこ

で、生理用品の購入が難しい方に生理用品を無償提供する自治体が増えており

ますが、当町においてそのことについて、無償提供について検討したかあるい

は今後検討の予定があるかについて、お答えください。 
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○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 今年５月には、近隣の町において、防災備蓄の

更新に合わせて配布をした記事が新聞に掲載されました。課内では当町がどう

かということになりました。防災担当のほうに確認したところ、当町の防災の

生理用品についてはまだ更新時期ではないということでした。また困窮者から

の相談もなく現在に至っております。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） 困窮者からの相談っていうのは、これなかなか相談をし

づらい問題でありますよね。これあの、学校での対応についても同じような状

況があるかと思います。小中学校で生理用品を提供している現況について、あ

るいはその中ではっきりしている問題点ありましたら、ご説明ください。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

上山教育課長。 

○教育課長（上山 善也） それでは、ご質問にお答えさせていただきます。現

段階では、家庭において購入が難しい児童生徒の把握はしておりません。また

生理用品を女子トイレに設置をしておる学校もあることが把握をしておりま

す。衛生面や置き方など、管理のあり方に課題があると考えますので、各学校

で今後検討していく必要があると考えております。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） 生理用品を持ってくるのを忘れて、保健室とかに取りに

来るとかっていう生徒さんっていうのは過去にもございますでしょうか。 

○議長（前川 勝） 答弁を求めます。 

上山教育課長。 

○教育課長（上山 善也） それではお答えさせていただきます。昨年一年間で
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ございますが、生理用品を持ってくるのを忘れた児童生徒が、小学校では５名

が保健室のほうに忘れたということで取りに来たというふうに聞いておりま

す。中学生ではいないということでございます。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松木議員。 

○５番（松木 豊年） 私も中学校の教員をしておられた知り合いの人に聞きま

したら、中学生ではほとんど保健室に行かないで、あの持ってくるのを忘れて

もですね、先輩とか友達に借りて済ませるという傾向が非常に強いんだそうで

す。それは恥ずかしい羞恥心ということが大きな要因であるというふうに言っ

ていただきました。東京の港区で調査をした学校調査の結果がありまして、学

校生活で生理用品をなくて困ったという生徒さんが 17％あったそうなんです

ね。その調査結果を受けて、港区の教育委員会の指導担当の課長さんは、保健

室に行かずに友達や先輩に相談して解決していたんだなということを反省し

て、東京都では全部の学校に９月から女子のトイレに生理用品を配置する方針

になっております。もうこの点ではいろんな自治体で素早い対応が色々やられ

ておりますので、これから本格的な検討を前向きにしていただくようにお願い

したいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

上山教育課長。 

○教育課長（上山 善也） それではお答えさせていただきます。現時点ではで

すね、生理用品を持ってくるのを忘れた児童生徒につきましてはですね、常時

保健室でそういった児童に対応するということで準備のほうをさせていただ

いております。で、実際に各小中学校にですね確認したところですね、まぁほ

とんどそういった児童生徒もですねみえないということでございますので、今

後もですね保健室でそういった生理用品を準備を提供できるようにですね、し

ていきたいと考えております。また松木議員言われるようにですね。まぁそう

いった今後もう一歩踏み込んだっていうところもございますので、今後女子ト
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イレにですねそういったチラシ等をですね貼るなどしてですね、恥ずかしがら

ず随時保健室へそういった生理用品を忘れたということで取りに来やすいよ

うな、そういったことは今後も考えていきたいと考えております。以上です。 

○５番（松木 豊年） 終わります。 

○議長（前川 勝） 以上で、松木議員の一般質問を終わります。ここで、コロ

ナ対策を考えて 10 分間の休憩としたいと思います。約 10 分ということで 50

分再開ということでお願いいたします。９時 50 分です。 

 

（４番 木戸口 勉幸 議員） 

○議長（前川 勝） 再開します。 

５番目の質問者、木戸口議員の質問に入ります。 

４番、木戸口議員。 

○４番（木戸口 勉幸） ４番、木戸口です。一般質問をいたします。 

今回のは、２点の通告をいたしております。いずれも一問一答方式で質問を

いたします。 

１点目は新型コロナウイルス感染症対策について、２点目は移住定住におけ

る空き家と農地をセットで取得する場合の課題について、以上２点であります。 

○議長（前川 勝） 木戸口議員、マスクをいかがされますか。 

○４番（木戸口 勉幸） マスクは今から外します。 

○議長（前川 勝） お願いします。 

○４番（木戸口 勉幸） ありがとうございます。 

それでは１点目の質問に入ります。コロナ対策はですね、松木議員と坂井議

員が質問されておりまして、私３人目であります。重なるところにつきまして

も答弁をぜひよろしくお願いいたしたいというふうに考えております。それで

は、質問に入ります。 

新型コロナの新規感染者数は感染拡大に歯止めがかからない極めて深刻な

状態であります。多気町においても感染者がほぼ毎日のように報道され、緊急
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事態宣言の中、次のことについてお伺いをいたします。 

まず１点目でありますが、症状が比較的軽い軽症から中等症の自宅療養の対

応についてでありますが、自宅療養で重症化した時、容体の変化を早急に把握

するための血中酸素飽和度測定器いわゆるパルスオキシメーターであります

が、これは速やかに対応できるかどうかを、お伺いをいたしたいと思います。

これにつきましては今申し上げたとおりでありますが、多気町でもですね 44

例目ということで昨日の時点で発症がしておりますので、申し上げたことにつ

いてお伺いをいたしたいと思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 先ほどのご質問にお答えさせていただきます。

パルスオキシメーターにつきましては、一家に一台、希望者には県のほうで貸

し出しを行っております。三重県は自宅療養者の増加も踏まえまして追加購入

もしておりますので、ご希望の方には皆さんパルスオキシメーターが手元に着

くというようなことになっております。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

木戸口議員。 

○４番（木戸口 勉幸） ありがとうございます。そうしますと、もしそういう

ことで自宅療養されとる家が、いわゆる血中酸素濃度、非常にこう酸素が少な

くなってきたということが本人が何した場合、分かった場合にですね、結局ま

ぁそこには医師も看護師もいないわけでありますんで、それを保健所等に連絡

をするなり役場に連絡をするなりしますと、直ちに対応ができるという解釈で

いいわけですか。 

○議長（前川 勝） 答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） まず健康観察のほうは保健所のほうで実施して

おります。毎日、連絡をとっていただいているような状況です。その中でパル
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スオキシメーターの数値におきまして確認をしております。また急にパルスオ

キシメーターの数値が悪くなった場合も、保健所のほう連絡していただいてす

ぐ対応が取れるような準備となっております。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

木戸口議員。 

○４番（木戸口 勉幸） よく分かりました。 

それでは、２点目のワクチンの接種状況につきまして、お伺いをいたします。

松阪地区の９月の最新の接種状況と多気町の接種状況について、そのうち 12

歳代、12 歳以上になるかと思いますが、10 歳代の接種状況についてお伺いし

ます。さらに多気町職員のですね接種は何人中何人が済んでおるのか、その辺

についてもお伺いをいたしたいと思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 先ほどのご質問にお答えさせていただきます。

松阪地区１市３町の９月１日現在の接種状況でございますが、令和３年１月１

日を基準といたしまして、12 歳以上の対象者といたしまして、１回目の接種が

56.4％、２回目接種は 47.8％です。多気町につきましては、近々にて９月８日

現在 12 歳以上の全対象の１回目接種が 64.2％、２回目接種は 55.2％であり、

多気町におきましては対象者の約５割が接種を完了したというところでござ

います。そのうち 10 代接種といたしまして、12 歳から 19 歳の接種は１回目接

種が 23.4％、２回目接種は 11.8％と 10 歳代の若年者におきましては約１割が

接種を完了したところでございます。また職員の接種につきましては、現在の

ところ把握をしておりません。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

木戸口議員。 

○４番（木戸口 勉幸） 分かりました。昨日のですね、いわゆるテレビ報道な

んですが、テレビ報道では夜やってましたんですが、全国では 49.8％というこ
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とで、約 50％の接種が完了したということが、人数とともに報道がされており

ます。そんなことでですね、追ってやはり接種率を向上してくということが大

事でありますんで、よろしくお願いをいたしたいというふうに考えております。 

それから３点目でありますが、接種予約につきましてお伺いいたします。高

齢者の予約時と予約時ですね、予約時と同様に 64 歳未満の予約も非常に難し

いというふうに聞いておりました。その予約状況はどうか。さらに予約そのも

のと接種体制は十分なのかいうことでお伺いをいたしたいと思います。まぁワ

クチンはですね先般のコロナ担当大臣のワクチンの担当大臣のお話によりま

すと、10 月いっぱいで全て 80％、国民の 80％がいわゆるワクチンが可能にな

ったということが何回も報道されておりますんで、そういったことからちょっ

とお伺いをいたしておるわけでございます。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 国のワクチン供給に合わせまして、接種計画を

柔軟に変更して予約を受けている状況でございます。国のワクチン供給に伴い、

集団接種会場におきましては９月５日から予約数を増やしております。国は 12

歳以上の人口の８割のワクチンを 11 月末までに希望者へ接種を進めることが

できるように配分計画をしております。そのような中、ＢＡＮＫＹＯ会館の 12

回の接種は９月３日で終了しましたが、今後の接種体制といたしましては、９

月中旬から 10 月末までを重点接種期間といたしまして、本日９月 13 日から 10

月下旬までの１日あたりのクラギ文化ホールの接種を増加いたします。日曜日

の午前、午後、木曜日の夜までの延長を実施している日におきましては１日千

人程度、月水金におきましては午後の接種を１日 700 人程度に増加して接種を

いたします。またホームページにもありますように、松阪市民病院をはじめ各

病院においても巡回接種を実施していただき予約枠を追加している状況です。

個人病院においても接種を継続して実施していただきます。このような形でワ

クチン供給が潤沢に進みましたら、11 月末までに希望者に接種していけると考
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えております。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

木戸口議員。 

○４番（木戸口 勉幸） ありがとうございます。 

では次の４点目に入ります。今後のワクチン接種予約の対応、これまぁ非常

に 10 月で十分入ってくるということがこの時点ではちょっとわかりませんで

したので、今後の不安が非常にまぁ町民大いにあるわけでありますんで、そう

いったことに基づいて質問をいたしたところであります。65 歳以上についても

ですね、非常にまぁ混乱が生じまして、全く予約ができないという状況があっ

て、それももうかなり多くの方から苦情って言うんですか、こんな状態ですこ

とをお聞きをしたわけでありますんで、まぁそれに基づいて今回お聞きをいた

します。混乱を避ける意味からですね、年代ごとに対象者を絞った形で予約を

取るかどうかについて考えを伺いますということですが、これはまぁここにも

※印で書いてございますけども、他の市町もですね、いろいろこう聞いており

ますと、年齢をこう分けて年代、10 歳区切りとかそんな分けてですねやります

と、非常にこうスムーズにいったということで、どんどんどんどん接種率が向

上しておるというのが実例でありますんで、まぁそういうことからお聞きをす

るわけであります。それから、一度電話が繋がると誰しも安心でございますん

で、話し中にせずにですね一旦電話を受けるという形のシステムが必要かと思

いますが、今までのところを考えますと、何回かけてもプープープーと話し中

でありますんで、それでも懲りずにかける。とまぁ電話をした人はもう 100 回

とか 200 回とかいうことは聞くわけでありますんですが、その辺がこうスムー

ズに一旦電話を受けて話を聞いてもらうともの凄う安心しますもんで、混んど

っても、そういうことができないものかなぁとまぁ私個人的には考えとるわけ

ですが。そういうことがしますと、そんなに混乱もしませんし、まぁ納得もす

るということになりますんで、まぁなかなかすぐに対応できるかどうか分かり

ませんが、まぁこういうことも一つの案としてですね、どうかなぁというふう
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に考えておるわけでございますんで、まぁ一旦電話を受けてですね、折り返し

電話するというような考えも必要かなぁというふうには思うわけであります

んで、この点についてお伺いをしたいと思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 貴重なご意見ありがとうございます。色々な市

町がいろいろな方策を考えて接種を進めているような状況です。その中で当町

といたしましては１市３町で共同実施していることもありまして、現在の運用

を継続する予定でございます。住民には不便をかけておりますが、若い年齢層

の予約となりまして集団接種、個別接種において接種に行ける曜日、時間を考

慮して、予約をしていただきたいと考えます。またお電話の関係ですが、コー

ルセンターにおきましては追加予約当日の数日間は混雑が予想されますが、そ

れ以降はコールセンターは繋がります。６月当初はコールセンターの数が少な

かったのですが、倍に増数もしております。また随時キャンセルも出てきます

ので、お電話のタイミングによってはかなり短い日程で予約が取れた方もみえ

たと聞いております。若い方の予約になりＷＥＢも増え、また当初に比べコー

ルセンター職員も増員もしておりますので、以前に比べて電話はかかりやすい

状況と感じております。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

木戸口議員。 

○４番（木戸口 勉幸） ありがとうございます。 

それでは次へ入ります。５番目につきましては、副町長のほうからご答弁い

ただきたいと思います。緊急事態宣言の情報発信についてであります。新規感

染者数の爆発的な感染拡大で、まん延防止重点措置から緊急事態宣言に変わり

ましたんですが、どこがどう違うのか町民の皆さんにわかりやすく丁寧な情報

発信をすべきというふうに考えております。ということで、考えをお伺いした

いと思いますが、先ほど申し上げたようにですね、多気町も 44 人目の発症と
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いうことでございますが、スマホとかそういうような形でも情報発信をされて

おります。よく言われますのは、まん延防止からですね緊急事態宣言になった

わけですが、まん延防止の時でもそうなんですが、その町民はそういうそのい

わゆる防止のですね、いわゆる発生の防止、いわゆる発生しないような対策を

個々にどういうふうにとってったらいいのかということがよく聞かれて、それ

をぜひまぁ情報等で流して欲しいんやという話がよく出ます。まぁ国やら県は

メッセージを発声したりそれからテレビ等やら新聞で出とるわけですが、町と

しましてもですねやはりそういった情報発信をやってほしいということがご

ざいますので、その辺についてお伺いをしたいというふうに思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

伊藤副町長。 

○副町長（伊藤 智巳） ただいまのまん延防止重点措置から緊急事態宣言に変

わってからどこがどう違うのか、という質問にお答えをさせていただきます。

緊急事態宣言は全国的かつ急速なまん延を抑えるための対応です。そして、ま

ん延防止重点措置は特定地域からの蔓延を抑えるための対応ということでご

ざいます。指定範囲につきましては、緊急事態宣言につきましては原則、都道

府県単位で指定をされますが、まん延防止等重点措置範囲につきましては原則

的には市町村単位で発令をされております。講じる措置といたしましては、緊

急事態宣言は事業者に時短要請や休業要請を行います。そして飲食店における

アクリル板の設置又は対人距離の確保、マスクの着用、手指消毒、換気の徹底、

住民に外出自粛要請を行います。また、まん延防止等重点措置につきましても

事業者に講じる措置は緊急事態宣言と同じでございますが、違うところは住民

に知事が定める区域、業態にみだりに出入りしないことを、要請を行います。

そして飲食店に対して、酒類の提供につきましては自治体によって異なります

が知事からの要請により決定をいたしております。いずれにしましても自分の

命は自分で守る行動を取っていただきますようよろしくお願いをいたします。

そして住民の皆さんにわかりやすく丁寧な情報発信をという質問にお答えさ
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せていただきます。町といたしましては、ホームページやＬＩＮＥにコロナウ

イルス感染症対策の情報を周知をさせていただいておりますが、改めて先ほど

言われましたように、まん延防止と緊急事態宣言の意味がわからないというこ

とでございますので、10 月の広報にも周知をさせていただきたいと考えており

ます。以上です。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁が終わりました。 

木戸口議員。 

○４番（木戸口 勉幸） ありがとうございます。 

それでは新型コロナウイルスの感染症対策について終わりまして、次の２点

目の質問に入ります。移住定住における空き家と農地をセットに取得する場合

の課題につきまして、お伺いをしたいと思います。 

これにつきましては移住の件でございまして、前回に続いて質問をさせてい

ただくところでございます。 

移住で空き家に付随する農地、当然まぁ空き家に付随をいたす農地でありま

すんで、大きな農地ではございません。空き家と隣り合わせの小さな農地とい

う解釈で結構でございますが、それを買って移住をしたいという場合が田舎へ

移住する場合は非常に多いというふうにいろいろ聞いておりますし、そういう

ような結果が出ております。まぁ農地付きでありますので、当然農地は農業委

員会の許可がないと取得ができないということでございます。現行農地法では

ですね、法では農業生産をする場合、いわゆる田んぼを作ったりそれから畑で

いわゆる農業生産ですね、そういう場合は一つの下限面積というのを設定して

ございまして、50 アールという規制はこれは従来からずっと生きておるわけで

ございますがあります。で、さらにもう１点はですね、まぁ聞いてみますと、

この 50 アール以外にですね、農地取得の最低面積の自治体の農業委員会の裁

量っていうのがございまして、決め事ちゅうのございまして、そこで決められ

とるのがまぁ特例ということで儲けることができるということを従来から聞

いておるわけですが、さらにその上にですね、空き家ということになりますと、
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このいわゆる農業委員会の裁量の面積ではとても持つことができないという

ことがあるわけでございますんで、それ以外について今からお伺いするわけで

あります。いわゆる先ほど申し上げたように、空き家と小さな農地も一緒に売

りたいというのがまぁうちうちもまぁそこに住んでないということは当然で

ありますし、買いたいほうも農地付きが欲しいというのが、どこの市町でも多

くあるようでございます。その小さい農地を持ちたいという場合は、やはりそ

の要件がいりますので、その取得要件の緩和というのが必要であります。まぁ

このことがひいては移住促進につながってくるということで考えております

ので、こういったことでお伺いをさせてもらっております。 

でまぁ１つ目のですね質問に入るわけですが、農地を取得する場合、いろい

ろこうあろうかと思いますが考え方として多気町の下限面積というのを改め

てお伺いしたいと思います。まぁ 50 アールはのけといてですね、いわゆるそ

れぞれの地区ごとに設定をされとるようでございますが、それ辺についてまず

お聞きをしたい。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

逵農林商工課長。 

○農林商工課長（逵 武彦） それでは、ただいまのご質問にお答えをさせてい

ただきます。議員が言っていただいたとおりですね、農地法第３条では農地を

取得する場合の取得の下限面積を 50 アールと定めております。ただし、施行

規則でですね、地域の農業委員会がその地域の状況からですね、別段の面積と

して 10 アール以上まで緩和はできるものとしております。さらにですね、そ

れとは別に新規就農促進のために適当な面積を定められるというふうにもし

てあります。多気町では平成 28 年４月とそれから令和２年３月にですねそれ

ぞれ緩和をしております。今現在はですね、21 の集落で下限の面積を 30 アー

ルと定めております。それとは別に新規就農促進のための施策として、空き家

に付随した農地は１アールから取得できるというふうに定めています。これは

新規就農者も同じでございます。以上でございます。 
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○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

木戸口議員。 

○４番（木戸口 勉幸） ありがとうございます。ただいま聞きますと 30 アー

ル、さらにまぁこれは新規就農者関係について適用するんだということであり

ます。それから１アール以上でという規則、縛りですね、これもまぁ改めてお

聞きしたわけでありますが。次まぁあるかも分かりません、分かりませんって

いうか入りたいと思います。いわゆるまぁ移住の政策的な考え方でありますが、

私もこれいろいろとこう都市の状況やら見てますと、要するにもっとさらに低

い。いわゆる１アールていうのは 100 ㎡でありますんで、100 ㎡未満のいわゆ

る例えばまぁ 20・30 ㎡であるとか 50 ㎡とかというのが、たまたまその空き家

を買った場合に農地などという場合、それは買うことが出来ませんので、これ

でいきますと。そすとまぁ小さな畑を作ってですね、畑を作りながら家庭菜園

等で楽しみたいという移住者になかなか買うことはできませんので、まぁこう

いったことのいわゆる売りたい側と買いたい側がうまく話がいけるようにで

すね、施策ちゅうのは考えていく必要があるんじゃないかということで、今度

新しくですね、また先般もまぁ農業委員の改選がございましたんですが、ぜひ

ですね、その 100 ㎡以下についてもそれができるような形をとっていただきた

いなというふうな思いで、質問をしておるところでございます。まぁあの都市

部というんですか、大きなとこ行くとこういうのがかなりあるようでございま

して、これをすることによってですね、かなりまぁ双方に良い話になって移住

が促進されるし、それで売りたい側も全てもう何ちゅうんか綺麗に話がまとま

っていることができるということにつながって参りますので、まぁ近いうちに

ですねぜひ実現の方向でお願いをしてかんならん、していきたいと思います。

これ何故こんな事言うかといいますとですね、実例的にございまして、もうだ

いぶこうそういうことでネックになってその農地が動かんだっていうことで

かなりこう日がかかったことも聞いておりました。もういわゆる全てて言うん

ですか、１軒の親が亡くなってそれでその子供さん夫婦がもういないとか亡く
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なったとかちゅうんがあって、もう結構県外の遠いところへ変わってしまって

家もあって農地もくっついておるという実例が発生しました。これはまぁどこ

の集落でも今ある話でございまして、私が住んでるところもかなりまぁ空き家

農地付きがございます。で、これからもまた出てくることは確実でありますん

で、そういった見地からですね、これをぜひその１㎡以上に改めて、もう全て

農地はもう買うことができる、その大きな農地ていうのは求めませんので、そ

ういった小さな農地もそういったことで特例でそういう農業委員会のほうで

設定をしていただいて、買うことができるような政策をぜひ実行していただき

たいと思うんですが、その辺についての見解をお伺いしたいと思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

逵農林商工課長。 

○農林商工課長（逵 武彦） 議員言っていただいたとおりですね、実際そのよ

うな問題がですね、近年私の知っている限りでは１件ほどありました。当然で

すね言われたとおりですね、その多気町の集落で空き家が増えておりますが、

農地が付随している家屋っていうのはたくさんございます。住む人がいなくな

って空き家となった場合はですね、農地付きの空き家になってしまうというこ

とでございます。そうした空き家に移住される方がですね、周辺の農地の維持

管理や農業生産活動に関わることもこれからの地域の農業維持には必要なこ

とだと考えております。言われるとおり、よその市町ではですね１㎡以上、そ

れからそよの県行きますとですね、その面積以上、例えば１㎡以下の場合もで

すねそれを下限として認めるというような改正をされている農業委員会も実

例としてございます。多気町もこの議会で認めていただいた新しい農業委員さ

んがですね 10 月１日からなられるということがございまして、それ以降です

ね早い段階でそのような方向へ行きたいというふうには考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

木戸口議員。 



 67

○４番（木戸口 勉幸） ありがとうございます。 

それでは３つ目の質問に入ります。これはまぁ移住そのものの制度の話ちゅ

うんですか、移住の話でございますので企画調整課長にお答えいただきたいと

思います。移住支援制度ができまして、まぁ４月にできたわけですが４月から

施行されてるわけですが、ちょうど半年経過をします。経過をした中で、移住

の問い合わせは相当あろうかと思いますが、どれくらい出ておるのか、それか

ら、その中で移住の話がまとまったのはどれだけか、いうことをお伺いをした

いというふうに思います。これもまぁ隣接しております市のですな状況を見て

みますと、松阪市ではですね１年間で移住の問い合わせっていうのが 950 件あ

ったそうでございます。移住が成立したのも 26 人だったという結果も出てお

ります。まぁこの１番２番のいわゆる農林商工課長にお聞きしたことも含めて

ですね、まぁこういうことがクリアされますと、さらに移住も増えるんじゃな

いかというふうに思いますので、そういったことからこの今の状況と多気町の

状況、今のよその状況をお話ししたわけですが、多気町の状況についてお伺い

をしたいと思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

林企画調整課長。 

○企画調整課長（林 洋志） 今年度からの新規事業であります移住定住促進補

助金に関しましては、４月以降の問い合わせが補助対象とならないものも含め

まして、総数で 42 件ほどいただいております。現在の補助金の申請を受付し

ましたのが６件、事前相談を受けている方が３件となります。もう一つ、空き

家バンクのほうなんですけども、現在の空き家バンクに登録、空き家バンクの

利用希望者が４月以降で 25 人の方に登録をいただいております。ただ今、現

在案内できる物件としましては 11 件が多気町としては今案内可能な物件とし

て残っているところでございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

木戸口議員。 
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○４番（木戸口 勉幸） 今、答弁いただいたわけですが、ちょっと声がはっき

り聞こえなかったんで、40 何件かちょっともう一度お願いしたいのと、それか

ら、ある程度話がですねまとまってうまくいったというのと、いきそうだって

いうのはどれぐらいあるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

林企画調整課長。 

○企画調整課長（林 洋志） 問い合わせは総数で 42 件ございました。それと

もう補助金申請を受付をしておりますのが６件ございます。今、事前相談を受

けてる方が３件ありますけどもこの方３件ももうほぼ補助対象になるという

ふうに考えております。ただあの問い合わせの中につきましては、来年家を建

てるという方も当然みえまして今年だけの件数ではないということだけご理

解いただきたいと思います。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

木戸口議員。 

○４番（木戸口 勉幸） 以上で、質問を終わります。 

○議長（前川 勝） 以上で、木戸口議員の一般質問を終わります。 

ここで、約７、８分あるんですけども、35 分再開としたいと思います。 

 

（１番 松浦 慶子 議員） 

○議長（前川 勝） 再開します。 

６番目の質問者、松浦議員の質問に入ります。 

１番、松浦議員。 

○１番（松浦 慶子） 松浦慶子、最後になりましたけれども、今から一般質問

をさせていただきます。質問方式は一問一答で、１点について、引きこもり支

援の取り組みについて、ご質問させていただきます。 

まず最初に、質問の要旨の５行目なんですが、ちょっと訂正をお願いしたい

と思います。括弧書きの中の「重層型」とありますが「重層的」という言葉に、
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「型」を「的」に変えていただきたく、よろしくお願いいたします。 

国は、令和２年６月の社会福祉法一部改正に伴い、地域共生社会の実現に向

けて地域住民の複雑化、複合化に支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構

築するために、訪問型支援、アウトリーチと言いますが、を含む断らない相談

支援、参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施する重層的支援体制

整備事業が新たに創設され、今年の４月から施行されました。県内では５つの

市町が実施されていると聞いております。県においても６月の定例会で、三重

県ひきこもり支援推進計画、仮称でございますが、の策定案が提出され、本年

度中に引きこもり支援を総合的に推進していくこととしております。 

まず、引きこもりの定義でございますが、厚生労働省の資料からの抜粋でご

ざいますが、様々な要因の結果として社会的参加、義務教育を含む就学、非常

勤を含む就労、家庭外での交遊を回避し、原則的には６カ月以上にわたって概

ね家庭にとどまり続けている状態を示す現象概念とされております。次に、広

義のひきこもり状態にある人の推計ですが、内閣府調査によりますと、15 歳か

ら 39 歳では 54 万１千人、三重県では 7570 人、40 歳から 64 歳では 61 万３千

人、三重県では 8570 人、人口の約１％ではないかと言われております。 

この調査は５年ほど前のものですが、この調査で引きこもりは若年層の減少

かと考えられていたことが誤った認識であると理解され始めたことは今でも

記憶に新しいと思います。引きこもりの背景には、就職氷河期世代や生活困窮

の問題から少子高齢化や核家族などの社会構造の変化や人々の価値観の多様

化があり、不登校、障がい、進学や就職の失敗、人間関係の悩みなど様々な事

情が絡み合い問題が複雑化、複合化、長期化している実態があると言えます。 

これがいわゆる 8050 問題として社会現象となりました。8050 問題とはご存

知のとおり子供の引きこもりの状態が長期化して中高年となり、生活を支えて

きた親が高齢になり経済的困窮や病気、要介護状態になり、家族が孤立する問

題でございます。親が 80 歳代、子供が 50 歳代の引きこもり状態を意味してい

る言葉でございます。 
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さらに新型コロナウイルス感染症の拡大によって、ますます地域のつながり

が希薄化していくことや、従来の介護、障がい、子ども、困窮といった行政サ

ービス制度の狭間に陥ってしまい、いろんな行政サービスが受けられず社会か

ら孤立してしまう恐れがあることなど、これまで以上に深刻な問題に発展する

のではと危惧しております。 

それでは質問に入ります。 

１つ目、１項目目でございます。当町の第３次地域福祉計画において、町や

地域住民、社会福祉協議会の取り組みとして位置付けされておりますが、引き

こもりにかかる現状や課題、相談支援など今後の展開について、お伺いいたし

ます。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） それでは質問にお答えさせていただきます。引

きこもりについての当町の実数は、調査がしておらず把握できておりません。

この点につきましては、現在民生委員による調査を三重県が実施しております。

また課題といたしましては、引きこもり当事者や家族は自ら相談に出向くこと

が難しく、必要なサービスにつながりにくいことが想定されます。支援方法に

つきましては、当町におきましては本人支援と家庭支援を軸に行う必要がある

と考えますが、現状引きこもりの当事者との面談は困難であることが多く、家

族支援から開始し家族と当事者の関係づくりの支援を行い、本人支援へとつな

げていきたいと考えております。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松浦議員。 

○１番（松浦 慶子） 今、課長の答弁にございましたように、まぁ把握されて

いないと。これからであるということで、県のほうでは民生委員・児童委員の

方々が今多気町でも社協を通じて民生委員・児童委員の方々には大変ご苦労を

かけておりますけれども、研修などを受けていただくというようなご予定だと
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いうふうに聞いております。しかしながらですね、この先だっての全協でいた

だいたこの第３次多気町地域福祉計画の中のアンケート、多気町内のアンケー

トございます。この中で民生委員・児童委員さんの認知度、せっかく頑張って

いただいておるんですが、認知度を尋ねましたら活動内容、活動も誰かも誰が

民生委員さんなのか知らないと答えた人が 38.9％、４割の方。で、活動内容は

知っているけれども誰か知らないと答えた方は 24％、これ合計しますと約６割

の方の住民が民生委員さん児童委員さんのことを知らないということになり

ます。加えて社協の、社会福祉協議会の活動内容を知らない人は 58％、これは

かなり大きい数字じゃないかなっていうふうに思っておりますが、このあたり

をどう考えておられるのか、お答えお願いいたします。 

○議長（前川 勝） 答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 民生委員さんにおきましては、改選時等に広報

で周知をさせていただいております。先ほど松浦議員さんよりも知らない方が

多いというアンケート結果ということでありますので、今後も啓発に努力して

参りたいと思います。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松浦議員。 

○１番（松浦 慶子） せっかくこう活動していただいて、これからまぁコロナ

禍ではございますけれども、やはり大変でございますけども訪問支援だったり

アウトリーチだったり、まぁ自治会のほうでも一緒に各家庭を回ってくださる

ような予定をしてくださっている自治会もあるというふうに聞いております

ので、ぜひこの辺の周知を社協に委託するのではなくてですね、連携というこ

とでぜひここをしっかり考えていただきたいと思います。 

続きまして、次２項目目に入ります。三重県では、県内における引きこもり

の実態を把握するために、県内の相談支援機関 72 カ所に対して今年の１月か

ら２月にアンケート調査が実施されました。その結果を少し紹介いたしますと、
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年代別では 30 代が最も多く約 30％、あと 20 代、40 代、50 代がそれぞれ約 20％

ずつ、引きこもり期間は５年以上の人が半数でございます。また相談されるの

は当事者の父母が 58.1％で、当事者本人は 10.3％でございます。引きこもり

状態になったきっかけは、不登校からが 24.7％、人間関係や職場での悩みから

も 24.7％、あとは受験や就職活動が上手くいかなかったが 5.8％、当事者自身

の病気や家族の介護や看護からが 16.9％でございました。これらの回答数は

360 ケースで回収率は 72％です。内閣府の調査では人口の約１％が何らかの問

題を抱えて引きこもり状態にあると推計しているのに対して、それぞれの価値

観の違いがあるにしても相談支援に繋がることができるのはほんのわずかで

ございます。これは相談窓口のあり方に課題があると考えております。当町の

相談窓口はどこが担っておられるのか、圏域の引きこもり地域支援センターや

当町は福祉事務所を設置自治体でございますが、自立相談支援機関はどこに設

置されているのでしょうか。またＳＮＳ等のオンラインによる相談は対面相談

に比べ当事者にとって心理的ハードルが低いと考えますが、相談支援の充実に

ついてお伺いいたします。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 健康福祉課におきましては、昨年 12 月に多気

町健康と福祉の相談窓口一覧表を各戸配布し、また町内の公共施設等に設置し

ております。この中には経済的な困りごとや引きこもりなどの生活相談を受け

る機関といたしまして、多気町の生活困窮者自立支援機関である社会福祉協議

会の、名称を多気相談支援センターをご案内しております。多気相談支援セン

ターは平成 27 年より当町より委託し、開設していただいております。 

また、どこに相談していいか分からない相談におきましては、健康福祉課の

福祉総合相談「みんなの窓口」の周知を実施しております。多気町といたしま

しては引きこもり相談としてこの自立支援機関である社会福祉協議会の多気

相談支援センターと健康福祉課において相談を受け付けているというような
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状況です。またＳＮＳ等の相談支援といたしましては、多気相談支援センター

においてメール相談も実施しております。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松浦議員。 

○１番（松浦 慶子） ありがとうございます。みんなの窓口というふうに住民

の皆さんから公募で決められたネーミングだというふうに聞いておりまして、

良いお名前だなぁというふうに思っております。ここにですね、これまで引き

こもりとまぁ一概に引きこもりだけではないですけれども、まぁそういった困

り事ですね、そういった相談があったのか無かったのか、またそこに電話に出

られる方ですね、これ電話番号を調べてみますと３８－１１１４で、この福祉

課と全く同じ番号で、別に特別に作られた窓口ではないっていうことでいいの

かどうか、電話に出られる方はどなたなのか。やっぱり電話する時ってすごく

緊張するわけですよね。今はもうスマホの時代になっているのでＬＩＮＥとか

文章を打つのはよろしいんですけど、電話ってかなりハードルが高いっていう

ふうに思うんです。そこは、どなたが出られるのかっていうところで、相談の

しやすさというかそこに関わってくると思いますので、その辺り、でもし相談

があった場合対応の流れはどのようになっているのか、この３点についてお伺

いいたします。 

○議長（前川 勝） 答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） まず、みんなの窓口の、今回引きこもりのご質

問でいらっしゃいましたので、引きこもりのケースをどのぐらい相談して支援

してるかっていうあたりでは、当町としまして 10 ケース支援をさせていただ

いております。こちらは当町の窓口であったり直接、多気相談支援センターと

いうあたり、またいろいろなケースから介護支援している中から引きこもりの

当事者の方が分かりまして、同意を得まして一緒に支援させていただいたりと

いうような状況でございます。 



 74

次に、次の質問ですけども、支援の方法といたしましては、確かにお電話番

号のほうは当町の健康福祉課の代表番号になっておりますが、そこで初め少し

だけ内容を聞かせていただいて担当のほうに変わるというような状況です。ま

た内容によりましては、当町の相談、うちの職員だけでなく、社会福祉協議会

の相談員のほうに一緒に相談させていただくようなことで支援をさせていた

だいております。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松浦議員。 

○１番（松浦 慶子） ありがとうございます。おっしゃるとおりでございます

けれども、何かこの３８－１１１４ですねこの番号にかけると、まぁ担当の社

会福祉士さんだったりとか社協に電話を回していただくっていうことですけ

れども、そこのハードルをもう少し下げていただかないと、10 件ほどの支援を

してくださるというところでございますけれども、そこをもう少しちょっとこ

う変えていただくとか、何か方法はないかなっていうふうに思っておるわけで

ございますが。で、まぁそこは専門の知識、福祉に専門の知識を持たれた方が

出てくださるっていうので安心はするわけでございます。で、そうですね、こ

の計画の中にですね、電話の身近な相談窓口の充実ということで、そこにＦＡ

Ｘっていうのが書かれておったと思うんです。電子メールとＦＡＸっていうふ

うに書かれた、ＦＡＸはまぁこの問題にかかわらずですね、ちょっとこうプラ

イバシーの問題だったりとか、それはあまり良くないのではないかなっていう

ふうにこの計画を見させていただいて、その辺はどうされるのかっていうのを

まぁちょっとご見解をお伺いいたします。 

○議長（前川 勝） 答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） ＦＡＸにおきましては、全体的な相談を受け付

けておりますので、聴覚障害等ある方の第一相談として受け付けたりはさせて

いただいておりますが、基本的にはＦＡＸでなくまずは電話等になってくると
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思っております。以上です。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松村議員。 

○１番（松浦 慶子） わかりました。まぁそのようなことで対応していただい

たらとは思います。 

そしたら次の質問に入らせていただきます。高校や大学を含む学生時代の不

登校から引きこもりが始まっている人が少なくないことが現状として認識さ

れていますが、ここがまさに制度の狭間だというふうに考えております。教育

と医療や子ども青少年福祉の間の支援において、当町の考えと施策の有無につ

いてお伺いいたします。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 現在でございますが、小中学校等で相談を受け

ているケースにおきましては、福祉課の介入が必要なケースには同意をいただ

いて紹介いただき、教育と福祉で支援しているケースがございますが、高校、

大学となるとそういうのような連携が難しいのが現状でございます。このこと

は当町だけの課題ではなく社会全体の課題だと考えます。町ができることは相

談の閾を低くして高校生や大学生の保護者等が相談しやすい体制づくりを周

知していきたいと思っております。また今後適切な情報共有ができる会議体も

模索していきたいと考えます。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松浦議員。 

○１番（松浦 慶子） 今、青少年の年齢区分っていうと法令によってまちまち

でございますが、だいたいまぁ 18 歳から 20 代ぐらいかなっていうふうに考え

ておりますが。まぁあの福祉の分野ですと障害であったりとか生活困窮、ひと

り親家庭というふうな制度がある場合にはいいんですけれども、例えば障害手

帳を持っておられましたでもですね、精神だったり自閉症だったりすると受験
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を越えて一般の高校に入学されます。で、やはりそこでは特別支援学級や学校

のような対応ではないので、それから高校３年間過ごされて、そっから企業に

就職っていう形になるわけですが、今度企業に入られたらですね、やはり難し

くそこで企業や社会の中で難しいことが起こる、困りごとがまた増える、課題

が増えるというようなところで、やっぱり退職される率が多いのではないかな

っていう。で、やっぱ親御さんは就職したらすごく喜ばれるわけですけれども、

本人さんがやっぱりそこで間に挟まれて、無断欠勤になったりとか、そういう

ふうな話につながるわけですけれど、やっぱり本人さんというのがかなり厳し

い状況になってきてまぁこういった流れになるんではないかなっていうふう

にまぁ推測しております。で、こういった方を支援する、まぁ障害者手帳を持

っておればですね就労移行支援だったりとかまぁそういうところでお世話に

なることも可能だと思いますが、そうじゃない方ですよね、そこをちょっとグ

レーゾーンと言われるようなところの方達っていうのはやはりプライドであ

ったりとかそこのプライバシー個人情報であったりとかそういうところの壁

がありますので、先ほど課長がおっしゃったように相談窓口のハードルを低く

するという、そこに尽きるのではないかなっていうふうに思っております。こ

こをどうやって福祉のサービスに関われない方達をどのようにサポートして

いくのかっていうところがまぁ今後の課題になるのではないかと思っており

ますが、まぁそこをどのように今後を考えられてるのかなっていう、他にもも

し支援、こんな支援があるよっていうようなことがあれば何か教えていただき

たいと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（前川 勝） 答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 今回ご質問いただきまして、このことについて

は課内で考えた中でまぁハードルを低くする相談しやすい体制づくりという

ことで考えました。また今後も先進地等をいろいろ研修も積みまして、いろい

ろな方法を考えていきたいと考えます。以上です。 
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○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松浦議員。 

○１番（松浦 慶子） おっしゃるように、これからは福祉だけではなくてです

ね、やっぱりこれは教育の部分が入ってきますので、後は雇用の分野、だから

教育と医療、福祉、雇用の分野を超えて、まさしく横連携、福祉の連携を強化

しないといけないと考えております。このためにですね、厚労省のほうで先ほ

ど訂正いたしましたこの「重層的支援体制整備事業」というのが社会援護局で

ございますか、そこを令和３年度から４年度も予算請求の概要も発表されてお

りますのでね、ですのでこの事業というのは、まぁ今申しましたように制度ご

とに分かれている関連事業を一体的に財政支援をするという目的で予算化さ

れているというふうに聞いておりますので、福祉だけの問題ではない。また教

育、雇用の問題につながりますので、そこを当町でどのように一連の流れとし

てですね対応していただけるように、この令和４年度の予算もこの国のこの事

業の推進も指定されておりますので、ここを予算を取っていただければなって

いうふうに思っておりますので、ぜひこのせっかく当町には福祉事務所があり

ますので、こういうふうなところで県と連携をしながら、包括的な支援の体制

へ移行されますように推進をお願いしたいところでございます。いかがでしょ

うか。 

○議長（前川 勝） 答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 重層的支援体制整備事業につきましては、市町

手挙げに基づく任意事業でございます。当町においては、すでに令和元年、包

括支援センターを直営化し、健康福祉課内においては重層的な連携は取れつつ

あると確信をしております。介護と引きこもりの世帯や子育て支援とＤＶ支援、

また生活困窮に介護や子育てが複数化しているようなケースもございます。一

世帯一世帯の支援を丁寧に連携して実施してきております。しかしながら、今

後、教育委員会部局との連携を強化していくことも必要だと考えます。こちら
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のほうもすでに今回５市町が令和３年度の手挙げをしてみえますので、そちら

のほうも参考にしながら検討をしていきたいとは考えております。以上でござ

います。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松浦議員。 

○１番（松浦 慶子） まぁ教育委員会、教育課も含めてですね、これ進めてい

ただきたいなぁっていうふうに考えておりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

それでは４番目の、最後の項目に入らせていただきます。就労などの社会参

加支援、世代や属性を超えた居場所の確保など地域づくりに向けた支援などの

包括的な支援体制の仕組みを創ることが、従来の制度の狭間のニーズに対応で

きると考えますが、就労支援と居場所づくりについて、当町の見解をお伺いい

たします。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 現在、自立相談支援機関による就労支援、町職

員による就労準備支援等により社会復帰の支援を行っております。支援をして

いる中ですぐに就職には結びつかない事が多々あります。そこで就労体験がで

きるプログラムを作成いたしまして、町内の就労継続支援事業所の協力を得て、

軽作業や内職等の就労体験を行うことにより、徐々に就労について準備をして

いくことを実施していきたいと考えております。対象者の状況に合わせて柔軟

に支援していきたいと考えます。また引きこもりの当事者の方は、まずは外に

出る体験が必要と考えます。居場所作りにつきましては、今年度秋に試験的に

実施し需要を見ていきたいと考えております。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松浦議員。 

○１番（松浦 慶子） 居場所作りについてはそうしますと、いつからどのよう
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な形でされるご予定なんでしょうか。 

○議長（前川 勝） 答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 居場所作りでございますが、引きこもり当事者

と家族の方、また精神障害などで生きづらさを抱えている方を対象者にさせて

いただきまして、今現在決まっているところでは、開催日時 10 月 28 日に、場

所としては図書館のオープンスペースを使わせていただきまして、職員として

は町の職員及び社会福祉協議会の職員で対応したいと考えております。ただコ

ロナ禍の中ですもので、ちょっとこの予定がこのまま継続できるかどうかって

いうのは状況次第だと考えております。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松浦議員。 

○１番（松浦 慶子） 10 月 28 日ですか。で、あの図書館、多気の図書館でご

ざいますか。そこでまぁそういった事を相談窓口として社協の方と社会福祉士

さんだったりとその専門の知識を持った方が対応してくださるということで、

これは今回初めてなんでしょうか。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） 町として社会福祉協議会と共同でさせていただ

くというのは初めてでございます。またちょっとここにはあの相談というより

は、まずは来て皆さんで話をしたりほっとしようということで、相談がなくて

も来ていただいてもいいというような状況で、居場所を作っていきたいと考え

ています。その中で、また相談が出てきたらそちらには相談させていただきた

いと思っております。以上でございます。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松浦議員。 

○１番（松浦 慶子） 居場所っていうのは初めてということで、一日だけを公
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開して居場所っていうのはちょっとまぁおかしいんじゃないかなっていうふ

うに今ちょっと疑問に思いましたけれども。あのですね、私もいろいろ各市町

の状況、三重県内で先進事例なんかを見ておりますと、例えば名張市の地域づ

くり、ここはまぁモデルケースとしてかなり色んなことが進んでいる町でござ

います。ここのを紹介させていただきますと、まちの保健室っていうのをもう

常駐でもう各地域の 15 カ所の地域かな、そこに公民館に、まちの保健室って

いうのを作られております。そこに最初は職員の方が数名出たり入ったりされ

てたっていうふうに聞いておりますが、やはりいろいろ職員の方が行ったり来

たりするのは行財政の中でまぁ大変じゃないかっていうことで、その後ですね、

エリアディレクターというような看護師とか社会福祉士の資格を持った各分

野の職員が 15 カ所のまちの保健室に常駐されたりとかっていうふうに取り組

みを行っております。今の状況を聞きましたら、気軽に相談できる、ハードル

を下げた身近な窓口っていうこところで、まぁそこの開設してるだけではやは

り来られないっていうことで、例えばここの名張市さんがされているのは、お

むつ用のゴミ袋の無料配布だったり、先ほど松木議員が質問されました生理用

品の無料配布場所にそのまちの保健室を位置づけてですね、そこに来やすいき

っかけ、入りやすいきっかけを作られているっていうような取り組みを行って

おられます。もう一つはいなべ市の事例ですが、これはそれこそ今年の４月に、

引きこもり支援センターというもうこの引きこもりだけの名前を使われて、こ

れは行政と社協との連携で廃園になった旧幼稚園で窓口を活用してまぁ窓口

と居場所というふうに開所されたという例がございます。ここには元行政の退

職された方とあとは社会福祉士２名の方が常駐されているということです。こ

こには予算が必要でございますが、これは国の就職氷河期世代や先ほどのアウ

トリーチの支援の補助事業で作られたというようなことをお聞きしました。こ

れらの名張市といなべ市のこの経緯を見ましてですね、やはり何が大切かと言

うと、これを真似して作るっていうことではなくって、各地域の状況も違いま

すので、この今やってると仮定してそれを次のものに新しいものに変えていく
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プロセス、過程ですね、ここのミーティングだ会議だったり、そのしっかりし

た中身のある会議を行ってやっぱりこの臨機応変に試行錯誤しながら早いス

ピードでこう変えていかれてるというところが、かなりここは大事なことでは

ないかなと。先ほどの厚労省の社会援護局の発表なんかの見ますとですね、や

はりここのプロセスですね、過程を大事にしてほしいというところなんです。

そこをおっしゃっておりました。ですので、まぁ今初めてこれから図書館で 10

月 28 日に行われるということですけれども、それも大事です。これはどうい

うふうなことなのか、次につなげていけるような機会にしていただきたいと思

いますし、ぜひまぁこういうふうな活動を参考にしていただいたらと思います。

ま、プロセスが大事ということですね。 

もう一つですね、その居場所作りだったりとかそういう活動というのはこの

計画書にもありますように、地域の人たちをどういうふうにして住民を巻き込

んでいくかっていうところ、まぁ組織づくりと地域づくりですね。相談窓口は

やっぱり先ほども申し上げましたようにプライバシーやそういうものがある

ので、行政がやっぱりすべきだと考えております。そうでないと、先ほどのい

なべ市さんなんかだと、最初はやっぱりそういうふうなことをされたようです。

えーっと、ちょっと待ってくださいね。いなべ市さんは、いきなり今年の４月

に引きこもり支援センターを作られたわけではなくてですね、４年前に地域お

こし協力隊やＮＰＯ法人の連携で相談事務を受けられてたそうです。しかし、

これはまぁ個人情報の壁があったり相談内容が行政へ上がってこないことで、

困りごとの全般が全体像が見えてこなかったというところで、行政サービスの

制度に繋がらないということが課題としてわかってきたと。で、その後ですね、

社協で定期的に集いの場として開催されましたけれども、限られた日程と情報

交換の場であったため、まぁ相談窓口としては機能しなかった。そして次のこ

の今年の４月のこの支援センターにつながったという、こういう経緯があるわ

けで、そこを大事にしていただきたいなと思って。ただまぁやったら終わりで

はなくてですね、そこをしっかり今後考えていただきたいというところが一番



 82

の課題ではないかと思います。 

もう１点、その環境づくり、そういう居場所や交流の場づくり、先ほども青

少年のことやら言いましたけども、やっぱり学校や職場と家、ここの２つでは

やっぱり気が詰まるわけですね。課題や困りごとを抱えて。その第三の居場所

としてその別の場所を作るということが大事なんだろうなっていうふうに、有

名なスターバックスさんのそういうふうな話ですね、第三の居場所っていうと

ころで、サードプレイスという場所を作られたというふうに聞いております。

で、地域づくりや環境づくり、ここですよね。今まぁ私のほうにですね、住民

の皆さんから聞こえてくる声としては、地域で困ってる人たちをサポートした

いとか、こんなことを考えているんだけれどもこんな活動したいんだけれども

どうしたらいいだろうか、っていうようなやっぱり前向きな本当に聞いていて

ワクワクするような本当に良いご意見を、ご意見だけじゃないんです、そっか

ら私たちが役に立てることをどれだけ考えているかっていうことを発信して

くださる方が、今なんか増えてきてるような気がしております。私もそうです

けれども、そういうふうな活動をですね、町長あれですよね、今日の朝ドラ見

られましたでしょうか。朝ドラね。人の役に立ちたいっていうふうに思ってら

れる方はたくさんおられ、そのセリフの中であったんですけれども、人の役に

立ちたい、それ皆さん心の底で思ってらっしゃること、でも大人になると恥ず

かしくて言えなくなるんだっていう。この議会の議員の皆様だってそうです。

町長だってそうかもしれません。根本的、根っこにあるのはやっぱり人の役に

立ちたい、役に立って喜んでいただきたいという思いがあってこういうふうに

活動してるわけでございますから。そこのそういう声を拾い上げて、それを行

政で何かを仕組みを変えていく、それぞれを助けて、そういう活動を助けてい

くっていうようなことも、行政の役割、町長の役割ではないかなというふうに

思っております。それを行政でやるんだからもうそれは心配ないとかいうこと

ではなくてですね、そういうふうな声をしっかり聞いていただきたい。それが

この第３、３番目の目標の環境づくりというふうに繋がっていくんではないか
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と思います。まぁ行政でやれるんだったらもう私たちは知らないですよと、そ

んなこと関わりたくないですよっていうふうなことにしてしまうと、この町の

将来を心配するわけであります。その辺を町長の考えをお聞かせいただければ

と思います。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

久保町長。 

○町長（久保 行男） 議員おっしゃっていただいたように、人の役に立ちたい

というのは、これはもう町長もそうですし、議員の皆さんも多分皆さん変わり

ないと思います。人の役に立ちたいっていうのはそれはもう様々な分野である

と思います。今、松浦議員は大半は福祉の関係をおっしゃってみえましたけど

も、これはちょっと途中で触れられましたけども、雇用もそうでありますし、

町を興す、町おこしちゅうのもこれも人の役に立つということであります。も

ちろん教育もそうであります。農業もそうであります。町長としては、福祉の

関係は福祉課長申し上げましたように、本当はいろんな分野でもっとこう皆さ

んに知っていただきたいというのは、こんな事をうちは発してきたのに全然わ

かってもらえないと思いもありますので、それをまぁどうやってこれから広げ

ていくわというのも難しい部分がありますけども。基本的にはやっぱり、町を

良くしていきたい、子供達ももっと元気に、そしてじいちゃんばあちゃんもも

っと健康に健やかに、これはもう全部、役に立ちたいという思いに変わりない

と思いますので、これから議会の皆さんと我々も一緒にその分野については取

り組んでいきたいなと思います。以上ですけど、はい。 

○議長（前川 勝） 答弁が終わりました。 

松村議員。 

○１番（松浦 慶子） ありがとうございました。私が言ってるのはもう全般的

に福祉だけではなくてですね、今おっしゃったようにもう全部のことに対しで

す。皆さんそれぞれの生きてこられた経験値だったりとか、そういうふうな役

に立とうとする自分たちの分野がそれぞれありますので。コミュニティスクー
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ルだってそうですよね。だから皆さんそういうふうな思いを消さないでいただ

きたい、それだけなんです。そこをしっかり支えていくということが、この地

域福祉計画のここにつながってくると思いますので、どうぞよろしくお願いい

たします。それと、この計画でございますが、今いろんなことを福祉課の課長

としましたけれどもお話しさせていただきましたけども、やはり最後にどこの

計画も同じです。このＰＤＣＡですね。これが今これ令和６年度までの５年間

計画でございますけれども、これを変えていく、どういうふうにしてまた中身

を変えていく、難しければもう一つ別のものを作っていく、これのもっとこう

詳細のものを作っていくだったりとかですね。そういうふうな、ここをぜひ点

検、見直し、計画の進行管理、点検、見直し、ここをぜひやっていただきたい。

このためにこの計画がございますので、机上の空論にならないように今度 10

月 28 日に行ってくださるんであれば、それを元にしてどういう風に今後やっ

ていくかっていうことを、ぜひこれを令和６年まで置いとかないような形でお

願いしたいと思います。 

よろしいでしょうか。課長、ちょっと言葉をいただければと思いますが。 

○議長（前川 勝） 当局の答弁を求めます。 

森本健康福祉課長。 

○健康福祉課長（森本 直美） はい。計画は確かに令和６年までとさせていた

だいております。進捗状況を確認しながら、やはり課員と一緒に話をしながら、

また社会福祉協議会ともご相談をさせていただきながら、進めていきたいと考

えております。 

○議長（前川 勝） 松浦議員。 

○１番（松浦 慶子） ありがとうございました。 

これで、私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（前川 勝） 以上で、松浦議員の一般質問を終わります。 

 

以上で、通告者全員の一般質問が終わりました。 
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本日の会議はこれにて散会といたします。ご苦労さんでした。 

（ ９月 13 日 11 時 16 分 ） 


